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大魔女ですが、スイーツ王子の専属菓子職人になりました
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第一章　おかしな王子様












　それはまるで白昼夢のように、突然ばーっと頭の中に流れ込んできた。

　まだ六歳だったときのこと。一人で野草を取りにいっていたわたしは、足を踏み外して危うく崖から落ちそうになった。でも気がつくと、光に包まれてふわふわと崖の上に浮いていた。わけもわからず浮かびながら、そのとき突然思い出したのだ。

　わたしが以前、世界中の人がひれ伏すほどの力を持った大魔女だったということを。






　わたしの名前はフラン。この前十七歳になった。

　まだわたしの物心がつく前に、両親は流行り病で逝ってしまったらしい。もし前世の記憶がそのときに戻っていれば、わたしはお父さんやお母さんを助けてあげられたのかもしれない。そう思うと今でも胸が苦しくなる。

　だけどもしそうだったなら、わたしは今こんな田舎でのんびり暮らしてはいられなかっただろう。

　かつてのわたし、「大魔女ウルリーカ」といえば、この国では知らぬ者のいない名だ。いかなる不可能をも可能にするその魔術を求め、世界中の人が彼女の力を我が物にしようと争い合った。そして今からおよそ五百年前、争いに疲れたウルリーカは、自らとある国に力を貸して世界を平定した。魔女に選ばれたその国こそが、ここウルリース王国だ。

　その後世界は平和になって、それから現在まで大きな争いは起こっていない。だけどウルリーカの魔力や記憶は何度生まれ変わってもなくならなかった。体が朽ちて生まれ変わっても、ある日その魂は思い出してしまうのだ。自分がかつてウルリーカであったこと、そのときの記憶、強大な魔力が自分の中にあることを。それを他人に知られるが最後、やれ賢者だ、やれ大魔法使いだと持て囃されて、翻弄される人生を繰り返した。

　それらをすべて思い出したとき、わたしは決して魔法を使わないと心に決めた。今世こそ静かに穏やかに暮らすのだ。幸いこの名もない村は王都から遠く、人口も少ない。これ以上なく静かで穏やかなところだ。村の人たちもみんな親切で、両親を亡くしたわたしを村中で育ててくれた。一人で暮らせるようになった今でも、みんな困ったことがないかいつもわたしを気にかけてくれる。そんな暮らしを気に入っているし、手放したくない。

　だから絶対に魔法は使わない。何があっても絶対に。

　そう、決めたはず……だったのだけど。






「おはよう、フラン！」

　背後からかけられた明るい声に、わたしは桶から水が零れないよう気をつけながら振り向いた。

「おはよう、メネ。今日もいい天気ね」

　友達のメネに、挨拶と他愛ない世間話で答える。

　わたしの一日は水汲みから始まる。近くに川が流れていて、村の人はみんなそこで水を汲む。朝は畑の世話や朝ごはんの支度で忙しく、誰かに会っても一言二言挨拶するくらいだけど、メネが相手だとそうもいかない。彼女はこの村で唯一歳の近い女の子で、とてもおしゃべりが好きな子なのだ。

「今日もフランはのんきねぇ。朝から水汲みに畑、嫌になっちゃわない？」

「そうね……確かに大変だけど、わたしは嫌いじゃないかな」

「ええっ、信じられない。あたしはうんざり。お城のお姫様とか、せめて都会の令嬢に生まれたかったわ」

「あはは。それはそれできっと大変よ」

　わたしだって、あの記憶がなければそう考えていたかもしれない。

　昨日のことのように鮮やかによみがえるウルリーカとしての記憶は、今の生活の素晴らしさを教えてくれる。人や時間に縛られない自由な生活を気に入っているから、わたしにはメネのような願望はない。

　メネはわたしの答えに少し不満そうな顔をしたけど、すぐにころっと表情を変えた。

「ねえ、それより……」

　話を変える気配を見せた彼女に、わたしは地面に置きかけた桶をしっかりと持ち直した。

「今日はどんなお菓子を作るの？」

「そ、そうね。どうしよう。今日はやめておこうかと思ったんだけど」

「えぇ、どうして？　フランの作るお菓子だけがあたしの楽しみなのに！」

　じりじりと家の方に足を向ける。その場から立ち去りたい空気をかもしだすわたしにかまわず、彼女はうっとりとした顔で声を上げた。

「あたし、今日はパイが食べたいな！」

「パ、パイね。気が向いたら作るわ。材料足りていたかしら」

「足りなかったら言ってよ、持っていくから。なんなら手伝うし」

「大丈夫！　今ちょっと家が散らかってるし、今日はやらなきゃならないことも多いし」

「なんだか忙しそうね」

「そうなの！　だからごめん、また今度ね！」

　疑わしそうな視線を感じながら、わたしは彼女に背を向けると、可能な限りの早足で家へと戻った。

　……メネとの話を急いで切り上げたのには理由がある。

　わたしは甘いものが大好きで、ことお菓子には目がなかった。こんな田舎じゃ都会の華やかで珍しいお菓子は手に入らないので、自分でお菓子を作り始めたのが五年前。歴代のわたしが送ってきたような贅沢な暮らしには惹かれなかったけれど、お菓子だけは別だった。その味がわたしの記憶から消えてくれないのだ。ウルリーカはそうでもなかったみたいだけど、わたしは食べたい。どうしても食べたい。

　そうして作り始めたお菓子に満足がいかなくなったのが三年前。もっとおいしいお菓子が食べたい。どうしても食べたい。

　そして去年。思いついてしまったのだ。いや、正確には気づかないようにしていただけなんだけど。

　わたしの中に眠る、この大魔女ウルリーカの魔力。それを使えば、もっともっと最高においしいお菓子が作れるに違いない。

　そしてわたしはついに「絶対に魔法を使わない」という自分で決めた誓いを破り、禁断の製法に手を出してしまったのである。でも、絶対にお菓子以外には使わない。わたしはこのウルリーカの生まれ変わりとして得た数奇な人生を、お菓子に捧げて生きるのだ。

　家に着くと、水がめに汲んできた水を移そうとして、その手を止めた。メネのあの様子ではまたお菓子をねだりに来るかもしれない。だったら朝ごはんの支度などで彼女が忙しくしている朝のうちに作ってしまおう。そうと決めればさっそく。

　息を整えて、桶に両手をかざす。

「氷の精霊よ、我が魔力に応えよ！」

　パイを作るのに使う水は冷たい方がいい。

　実は、水も魔法で作れる。そんなことはウルリーカの魔力があれば朝飯前で、わざわざ汲んできて冷やすよりも最初から冷水を作り出す方が早いし、何より楽だ。だけどそれはしない。誓いを破ってしまったわたしだけど、魔法を使うのは理想のお菓子を作るためにどうしても必要なことだからだ。

　そう、これはどうしても必要なこと。

　氷の魔法を応用して部屋の温度を下げるだけでなく、自分の体温も下げておく。

　この辺りはいつも過ごしやすい気候で、極端に寒くなるような時期はない。それは生活するには都合がいいけど、パイを作るには向かない。生地は温まると柔らかくなり、くっついてしまって作業ができない。それに、バターが柔らかくなってしまうと焼いてもうまく膨らまない。だから作る部屋も涼しい方がいいし、作る人の手も冷たい方がいい。

　だからといってこんな芸当、魔法さえ使えれば誰にでもできるというわけではない。

　魔法自体使うのに特別な才能がいるし、訓練がいる。逆に言えば才能があって訓練をすれば、火や風を起こしたり、その威力を強めたりすることはできる。だけど火力や気温を任意の威力に保つことは難しい。自分の体温を下げるなんて自殺行為そのもので、少しでも加減を間違えれば死ぬ。

　ウルリーカに言わせれば、威力の強い魔力を使うなんてバカでもできるというもので、望むがまま、意のままにその力を操れるのが彼女の大魔女たる所以らしい。

　その恐るべき力のすべてを、わたしはお菓子に注ぎ込むのである。例えばこんなこともできる。

　まとめあげた生地は、しばらく触らずに置いておく方が後の作業がやりやすい。混ぜ合わせた材料がなじんだり変化したりするからだ。この時間も、少なくても放置しすぎてもよくない。そこで――

「時の精霊よ。我が魔力に応えよ！」

　いくら魔力の強い大魔法使いでも、時間にまで干渉できたのはウルリーカだけと言われている。さすがに時を遡ったり進めたり自由自在というわけではなかったけれど、自分の寿命を延ばしたり、見た目を若く保ったりはしていたようだ。

　その、女性なら誰しも夢見るような素晴らしい力を――やっぱりわたしはお菓子に注ぎ込むのである。

　さて、生地の時間だけをおよそ半刻分経過させた。

　生地がくっつかないように粉を振り、その上にまとめた生地をのせて平たく伸ばす。その上にバターを置いて包み、また伸ばして生地を三つ折りにする。そうしたらまた伸ばす。しばらくこれを繰り返す。

　こういう地道な作業は手作業でないと駄目だ。これを魔法で済ませることもできなくはない。もっと言えば、魔法でポンとお菓子を生み出すこともできなくはない。だけどそれじゃ味も見た目も、わたしの理想にはどうしても届かない。見た目や舌ざわりなど細かいところにもこだわるならば、魔法だけじゃどうにもならない。

　例えばこの作業には、あのパイ独特の綺麗な層ができるかどうかがかかっているし、それによって見映えだけでなく口当たりも変わってしまう。わたしの理想のサクサクへたどり着くには、一つ一つの作業を丁寧に……という、この大事なときに。

　家のドアを叩く音に、集中が途切れる。

「フラン？　いるわよね。入るわよ？」

　続いて耳に飛び込んできたメネの声に、魔法で冷やしていた体がさらに冷えた。いや、今入られたらまずい。室温を戻さないと。でもあの調子じゃ勝手に入ってきてしまいそうで、わたしは手を粉だらけにしたまま慌てて外に飛び出した。

「メネ？　どうしたの？」

　内心びくびくしながら声をかけると、彼女はぶるっと体を震わせた。

「何か今、冷たい空気が……」

「そ、そう？　風邪でも引いているんじゃない？　今日は休んだ方がいいと思うわ」

「そうしようかな……あ、今朝ごはん食べてたんだけどさ。バターがすごくいいできだったからお裾分けしようと思って。パイにも使うでしょ？」

「ありがとう！　嬉しいな！」

「やだ、粉だらけじゃない。こんな時間からお菓子作り？」

「う、うん。メネに早く食べてほしくて」

「嬉しいけど、作ってるところ見たかったのに」

　そう言って、メネが頬を膨らませる。

　以前、わたしは魔法で作ったお菓子を仲良しのメネにあげたことがある。魔法を使っていることは秘密だけど、せっかくおいしいお菓子を作ったのだから誰かに食べてほしかったのだ。だけどそれがいけなかった。そこからメネを通じて、わたしが作るお菓子のことはあっという間に村中に広がってしまった。

　せめて、そこで魔法を使うのをやめておけばよかったものを、妥協して作ることがどうしてもできなかった。今回だけ、今回だけとずるずる頼まれるままに魔法で作っていると、今度はどうやって作ったのか、作り方を教えてと聞かれるようになってしまった。そのせいで、こうして冷や汗をかく日々を送っているというわけである。

「ねえ、フランの腕なら王都で店を出しても絶対にやっていけるわよ。やってみたらいいのに。あたしも手伝うわ」

「無理よ、王都でなんて」

「どうしてよ。やってみないとわからないでしょ。あたし、絶対いけると思う」

　メネの気持ちはとても嬉しい。本当に嬉しい。それに王都でお店を開いて、みんなにわたしの作ったお菓子を食べてもらえたらどんなに幸せかとも思う。

　だけど、そんなことをすればわたしが魔法でお菓子を作っていることがきっとバレてしまうだろう。そうしたら、みんなはわたしのお菓子よりも魔法の力を求めるようになるんじゃないか。そう思うと怖かった。

　だからここで静かにお菓子を作って暮らしていたい。メネにだけ本当のことを打ち明けようかと思ったこともあるけれど、心を許していた人に何度も裏切られた前世の記憶がそれを止める。彼女のことを信じてないわけじゃない。メネはとてもいい子だし、大好きだ。だけどとてもいい子だからこそ、隠さない方がいい、とか言いそうで。

　わたしだって、この記憶さえなければもっと夢見ることができたかもしれない。だけどそうするには、綺麗じゃない記憶がわたしには多すぎる。

「メネ、ありがとう。気持ちは嬉しいけど、今日のところは……」

　帰ってほしい、と言いかけたわたしの声は途中で消えた。怪訝な顔をしたメネも、わたしの視線を追って、そのまま石になったように固まった。

　わたしたちがそうなってしまった理由……それは、見惚れてしまったからだ。

　田舎のあぜ道にそぐわない立派な白馬が、ゆっくりとこちらに向かってくる。その背には輝くような金髪の青年がまたがっていた。風が、彼の長めの髪をさらさらと宙に遊ばせる。かっちりとした制服のような着衣は、遠目にも高級な布だというのがわかる。彼は呆然とするわたしたちのすぐ前までやってくると、颯爽と馬から地面へ降り立った。

「フランという娘を捜しているんだけど、君たちのどっちかがそうだったりする？」

　まるで今日の青空を写し取ったような綺麗な碧眼で、彼は気さくにそう声をかけてきた。

　思わず空を確認したのは、太陽が落ちてきたのかと思ってしまったから。それくらい目の前の青年は眩しくて、陽光がすっかりかすんで見えてしまう。

　硬直して声も出ないわたしに代わり、似たような様子のメネが黙ったままでわたしを指さした。空色の瞳がわたしを映し、緊張が頂点に達する。

　前世の記憶を辿っても、こんなに綺麗な男の人は出てこない。そんな人がわたしの名前を口にするなんてありえない。きっと何かの間違いだ。そう言いかけて、すんでのところで思いとどまる。思わず頭から飛んでいた今の状況を思い出した。

　間違いでもなんでも、今のわたしに来客はありがたい。

「あ、メネ？　なんだかわたしに用があるみたいだから、今日のところはこれで。またあとでね！」

「う、うん……」

　青年が手近な木に馬を繋ぐ。そんな何気ない仕草でさえも驚くほど絵になるもので、メネはすっかりぽーっとしている。それをいいことにわたしは「どうぞ！」と青年を家に招き入れると扉を閉めた。

「お客様が来るとは思わなくて。散らかっていてすみません」

　そうごまかしながら、パイ生地が見えないよう体で隠し、彼の視線が逸れた隙にパッと布で覆っておく。世間話程度にもお菓子のことには触れられたくない。

「なんだか少し肌寒いね」

「そ、そうですか？　屋内だからじゃないでしょうか」

　もう魔法の効果はだいぶ薄らいでいる。それでもまだ少し残る寒さをごまかすために、部屋の窓を全開にする。

「あの、それでわたしにどういったご用件でしょうか？　そもそもどなた様でしょう？」

　粉だらけの手を拭いながら問いかけると、彼はその美貌に人懐こい笑みを浮かべた。

「あぁごめん、名乗りもしないで。僕はカレヴィ。カレヴィ・ウルリース」

　さらっと告げられたその名前に、わたしは耳を疑った。聞き違いかな。聞き違いだよね。そんな自問を繰り返しながら、その名をオウム返しに口にする。

「ウルリース……」

「うん」

「わあすごい！　この国と同じ名前なんですね！」

「うん、一応第二王子だからね」

　すっとぼけてみると、彼はニコニコしたままとんでもないことをこともなげに述べた。

　今ウルリーカ王国には二人の王子がいる。それくらいは、この国に住んでいれば誰もが知っていることだ。特に第一王子のエーリク様は、賢くて武術にも優れた人格者で、次期王として国中が期待していると、こんな田舎にまで噂が届いている。そしてその弟が、第二王子のカレヴィ様で。

　……カレヴィ。確かに彼はそう名乗った。

「嘘ですよね？　王子様がこんな田舎の名もない村に来るわけが……」

「普通の王子はそうかもしれないけど、僕はちょっと普通じゃないからね。聞いたことない？　ウルリース王国の第二王子は菓子好きの変わり者って。王都じゃ有名なんだけどな」

　エーリク様は有名だけど、カレヴィ様の人となりまでは聞いたことがない。でも変わり者だなんて自分で嬉しそうに言うことじゃないから、それだけで本当に変わり者だということはわかる。

　いやそれよりも……お菓子好きですって？

「それで、その……王子様がわたしなんかに、一体何のご用があるんでしょうか？」

　嫌な予感とともに、恐る恐る問いかけてみる。

　どうかこの予感が外れていますように。

　そんなわたしの願いも虚しく、目も眩むような満面の笑みで王子様は口を開いた。

「うん。君がこの世のものとは思えないほどおいしいお菓子を作るって噂を聞いてきたんだ。ぜひ食べてみたくてね」

　サーッと全身から血の気が引いていく。

　嘘だ。こんな王都から遠く離れた田舎町の噂が王都に届くはずがない。

　もしかして、わたしが大魔女ウルリーカの生まれ変わりというのがバレたのではないだろうか。王族なら、国の救世主であるウルリーカについて詳しく知っているだろう。その力を継いだ者が何度か現れていることも、きっと。

「フラン？」

　気がついたら間近で顔を覗き込まれていて、悲鳴を上げそうになった。前世の記憶がどれだけあっても、わたしはわたし、十七歳の田舎娘だ。男の人にこんなに近づかれたことなんかないし、おまけにこの美貌だもの。心臓に悪い。

「顔色が悪いけど、大丈夫？」

　心配そうなその様子でさえ演技に見える。……浮ついている場合じゃない。平静を取り戻すように努めながら、失礼にならない程度にさりげなく彼との距離を取る。

「あの、せっかくこんなところまで来ていただいて申し訳ないんですけれど。わたし、お菓子なんて作りません」

「嘘だね。だって」

「さっきの粉は、料理をしていたんです。でもお菓子は作っていませ――」

　ふわっと目の前を金髪が掠めて、言葉が止まった。保っていた平静もどこかに飛んでいく。

「甘いにおい。これは絶対お菓子のにおいだ」

　わたしの胸元に顔を寄せた王子様が、真顔で呟く。

　飛んでいった平静をつかまえて引き戻し、わたしはそのまま高速で部屋の隅まで後ずさった。

　変態だ。

　これはもう変わり者とかいうレベルじゃない。まごうことなき変態である。

「あ、ごめんごめん。でも君が嘘をつくからだよ。他のことならともかく、お菓子のことで僕の五感と勘はごまかせないからね。その僕のすべてが語っているんだ……」

　話の途中でスッと王子様が人差し指を立て、それをわたしに向ける。

「君がお菓子を作っていると」

　綺麗な指。爪の先まで美術品のよう。笑みの消えた真剣な顔は、女性なら誰しも恋に落ちてしまうのではないのかと思う。

　……口さえ開かなければ。

「というわけで、君がお菓子を食べさせてくれるまで僕はここを動かないから」

「困ります！」

「お願いだよ、一口でいいんだ。食べたら帰るから」

　王子様が必死の形相で食い下がる。

　なんなんだこの人は……なんだか毒気を抜かれてしまった。

　わかってる。まるで嘘なんかつかないような顔をして、人は平気で人を騙すんだって、前世の記憶は教えてくれた。

　だけど、わたしは、フラン自身は――この人が嘘をついているようには思えない。

　お菓子が好きだと語ったときのキラキラした目。彼の言葉を借りるわけじゃないけど、わたしだって……お菓子のことで、わたしの直感はごまかせない自信がある。

「……本当に、食べたら帰って下さいますか？」

「約束する」

「もう一つ。作っているところを絶対に見ないと約束して下さいますか？」

　意外だったのか、今度の質問に対して彼はすぐに返事をしなかった。一拍おいて、彼はおもむろに腰の剣を鞘ごと引き抜くと、それを胸の前に掲げた。

「我が剣と、ウルリース王家の誇りにかけて誓う。約束しよう」

　剣の束にあしらわれている王家の紋章が、窓から差し込む陽光を受けてきらりと光る。

　お菓子一つに王家の誇りまでかけられては仕方がない。

「わかりました。その二つをお約束いただけるなら、作ります」

「ありがとう!!　感謝するよ。では僕は約束通り、お菓子ができるまでこの家には近づかない。楽しみにしているから、フラン」

　心底嬉しそうに王子様が笑う。その笑みは太陽のようにキラキラしたものではなく、お菓子のように甘かった。






　作りかけのパイ生地は、暖かな日差しに溶けて、すっかり柔らかくなっていた。

　本当は、あまりこんなことはやりたくないんだけど。

「……時の精霊よ」

　呪文を呟き、生地の時間をメネが来る前まで戻す。

　魔法を使っている以上同じことかもしれないけど「やり直す」のに魔法を使うのには抵抗がある。それは「お菓子を作ること」とは違うと思うから。単にわたしの気持ちの問題だけど、けじめとして必要だった。

　だけどもう必要ないものだ。

「お菓子を作るのは、これで最後にしよう……」

　自分に言い聞かせるように、実際に声に出して呟く。

　いつかこんな日が来るのはわかっていた。

　もちろん魔法を使わないで作ることはできるけど、作っていたら絶対使いたくなる。だから忘れよう。辛いけど、前世の繰り返しになればきっと、もっと辛い思いをすることになる。

　じわ、と涙がにじんできて、わたしは慌ててそれが零れないように固く目を閉じた。

　今の静かな生活とお菓子と、どっちが大事かなんて知れている。

　さて生地はできたけど……これをどうしようか。アップルパイやミルフィーユ。いろんなものに応用できるけれど、あまり王子様を待たせるのもよくないし。

　さっさと食べて帰ってもらうために、食べやすいスティック状に焼こう。

　できたパイ生地を細く切り、少し捻って形を作り、それを鉄板に並べる。焼く前に、溶いた卵を刷毛で塗る。こうしておくと、焼き上がったときツヤが出て色味もよくなり、見映えがぐっと変わるのだ。鉄板を石窯に入れて、魔法で火をつける。

　最初は高温。しばらくしたら少しだけ温度を下げて、それから焼き上がるまで一定に保つ。これは石窯にはりついていないとできないし、便利な魔法と言えど集中力がいるし疲れる。

　しかし辺りにたちこめ始めるいいにおいが、そんな苦労などどこかに吹き飛ばしてしまうのだ。

「あぁ、幸せ……!!」

　この甘いお菓子のにおいに包まれていると、とても幸せな気持ちになる。でも気を抜くにはまだ早い。

　焼き上がったパイを、注意深く観察する。

　黄金色の輝き。繊細な断層。香ばしくておいしそうなにおい。ひとつ摘まんで味見をする。歯に触れただけで崩れ落ちるようなサクサク感。甘さ。舌ざわり……よし、何もかも完璧だ。

　トーションをバスケットに敷き、壊れないよう慎重にパイを移して外に出る。彼を捜さないと……と思ったけれど、まったくその必要はなかった。広場の方が騒がしい。

　こんな田舎に王子様だものね。ここで生まれて死んでいたらきっと一生見ることもなかったであろう人。それにあの見た目だもの。そりゃみんなほっとかないだろう。

　でも……あの人さえ来なければ。

　そう思いかけてわたしは首を振った。違う、どうせこれ以上メネをごまかして作り続けるのは無理だった。彼女だけじゃない。王都にまで噂が届くということは、誰かがこの村以外でわたしの作るお菓子のことを話したということだ。だからやっぱり駄目。魔法を使ったのがそもそも間違いなんだから。これは誰でもない、自分のせい。

「……待ってたよ。いいにおいがしたから、そろそろだと思ってた」

　広場につくと、人垣の中から王子様が頭を出してわたしを見る。村中の人が集まっているのでは、というくらいの人手でお祭り状態になっている。

　王子様は黙っていれば近寄りがたい美しさをしているけれど、今わたしに向けているようなこの人懐こい笑顔は、人を惹きつけるものがある。

「約束、守って下さいね」

　人をかき分けてやってきた王子様に、バスケットを差し出す。

「もちろん。……これはパイだね。じゃあさっそくいただきます」

　律儀に手を組んで食前の祈りを捧げてから、彼はバスケットの中のパイを摘まんだ。

「……焼き色に、このツヤ。見ているだけでおいしいね。なんて綺麗な層だろう」

　それをすぐに口に運ぶことはなく、たっぷりと空色の瞳にパイを映しこむ。

　正直、少し驚いた。大体の人はお菓子を渡したらすぐに食べる。見た目を褒めてくれる人もいるけれど、パイの層まで気にした人は初めてだ。驚くわたしには目もくれず、いよいよ王子様が口元にパイを運ぶ。

　みんなが固唾を呑んで、それを見つめる。

　誰かにお菓子を食べてもらうのも、これが最後か……でも、最後に王子様に食べてもらえるなんてきっと光栄なこと。

　たっぷりと咀嚼して、やがてごくりと王子様の喉が鳴る。

　静寂。

　王子様の顔からは穏やかな笑みが消えていて、今まで気さくに話していた村の人たちも静まり返り、その表情も不安げに曇っている。

　もしかして、口に合わなかった……？

　そんなはずはないと思う。でも彼は王族だ――それもお菓子に目がない。きっと今までに世界中のおいしいお菓子をたくさん食べてきたことだと思う。その中の頂点に立てるかというと、それほどの自信は……ないこともないんだけど。でもこの時代の外の世界を、わたしは知らないし。

「あ……今なにか飲み物もお持ちしますね」

　気まずさに耐えきれなくなってそう言ったわたしの手を、王子様がつかんで止める。

「あの……王子様？」

「約束通り、僕は帰る」

　彼の口からそんな言葉が零れ落ちて、心臓がきゅっと縮んだような感覚に囚われる。やっぱり、口に合わなかったんだ。悔しいな。最後に作ったお菓子が人を失望させてしまうなんて――

「だからフランも一緒に来て」

　悲嘆に暮れるわたしを、その言葉が現実に引き戻す。

「……え？　今、なんて？」

「どうか、僕と一緒に城に住んでほしい。そしてずっと僕のためにお菓子を作ってほしいんだ」

　その言葉をわたしの脳が理解しないうちに、メネが黄色い声を上げる。

「え、そ、それって……プロポーズ!?」

「何言ってるの！　そんなわけないでしょ!!」

　ぽかんとする王子様を見て、わたしは顔から火が出そうになった。悲鳴のように否定すると、王子様が考え込むように口元に手を当ててから、顔を上げる。

「いや、初対面でそれは失礼だ。僕はまだ彼女がどんな素晴らしい女性か知らないからね。でも、彼女の作るお菓子が素晴らしいということはわかる！」

　メネの方を向いて、大真面目に王子様が答える。冗談にしか聞こえないのに、冗談を言っているように見えなくて困る。

「だからつまり、僕専属の菓子職人になってほしい……ということになるかな」

「うわぁ！　おめでとう、フラン!!」
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　わたしがまだ何も答えていないのに。

　メネの華やいだ声を皮切りに、次々に祝福の声が上がる。いや、待って。待ってよ。

「こ、困ります、そんなの……！」

「どうして。不満があるならなんでも言って。君の望みならなんだって聞く」

「わたし、お城でなんて暮らせません。わたしの望みは、ここで静かに暮らすことで……」

　静かな生活と、お菓子と。どちらが大事か――さっきの自問が、ぐるぐると頭の中を回る。

「城で静かに暮らすのでは駄目だろうか。城の人間と付き合う必要はないし、堅苦しい作法も敬語も一切いらない。君はお菓子のことだけ考えて、お菓子を作ってさえくれればいい。それを阻むものがあれば、必ず僕が守ってみせる」

　お菓子のことだけ考えて、お菓子だけ作っていればいい。その言葉だけを取れば、わたし自身のことなどどうでもいいと、普通の人なら傲慢に聞こえたかもしれない。でもわたしは、心底なんて幸せな生活なんだろうと思ってしまった。これで今世をお菓子作りに捧げられるというものだ。

「王子様。今の言葉は……本当ですか？」

　気がつけば、口からそんな言葉が零れ落ちていた。

「本当だ。僕のことはカレヴィで……いや、レヴィと呼んで」

　静かな暮らしと、お菓子と、どちらが大事かなんて決まってる。

　わたしはフラン。大魔女ウルリーカの生まれ変わり。その力と記憶を継いだわたしは、この人生を……お菓子に捧げると決めたのだ。

　もうこの村でお菓子を作り続けていくことは無理だ。だけど彼が約束を守ってくれるなら、誰の目を気にすることなくこれからもお菓子を作ることができるかもしれない。

「王子様」

「レヴィだ」

「……レ、レヴィ。さっき言ったことと、作っているところを決して見ないと約束してくれるなら……」

「王家の誇りにかけて誓う。約束は必ず守る」

　即答して、王子様――レヴィがわたしに向かって手を差し出す。戸惑いながらもその手を取ると、大歓声がわたしたち二人を包んだのだった。

















第二章　甘いお菓子と苦い恋












　早いもので、翌日には迎えの馬車が村に到着した。お菓子を作るための道具は城に揃っているとのことだったので、わたしは支度するほどのこともなく、ほぼ身一つで住み慣れた村を後にした。

　天候もよく旅路は順調で、夕方にはわたしたちを乗せた馬車は王都へと入った。前世の記憶にある王都とは建物や道が違うけれど、人の多さと賑やかさは変わらない。少し眺めただけで外から目を戻すと、レヴィの蒼い瞳と視線がぶつかった。

「あの……何か？」

「ううん。王都に興味ないんだなって思って。人が多くて驚かない？」

　そうか、しまった。田舎から出てきたら、普通はもっと外の様子が気になるものだろう。だけど今さら興味がある振りをしても不自然なので、適当に取り繕う。

「驚きはしましたが、それよりお城についたら何を作ろうか考えていて」

「さっそく作ってくれるの!?」

　もっと詮索されるものかと警戒するわたしの意に反して、レヴィが目を輝かせて身を乗り出す。

「え、ええ……お許しいただけるのなら」

「敬語はいらないと言ったはずだよ、フラン。で、何を作ってくれるの？」

　話を逸らすためにとっさに口にしたこととはいえ、お菓子のことを考えるのは悪くない。というよりとてもよい。

「そうですね。レヴィはどのお菓子が好きです……好き？」

　なかなか敬語の抜けないわたしに、レヴィが咎めるような視線を向ける。言い直すと、彼は満足したように、にっこりと笑った。そのあとで、口元に手を当ててまるで相当な難問を投げかけられたかのように唸り出す。

「お菓子なら何でも好きだよ。だけど、強いて言うならクッキーかな」

　クッキーかぁ。一口に言っても広いなぁ。

　それ自体は粉と卵とバターがあればできるものだけど、ココアの粉末や紅茶の葉を混ぜれば味がガラリと変わるし、ナッツを混ぜてもおいしいし、袋に入れて生地を絞り出せば、上品で美しい見た目にもなる。

　口当たりも、サクサクのクッキーを作りたくてずいぶん試行錯誤したりもしたけど、人によってはしっとりしたクッキーが好きだったりもする。

　そんなことをつらつらと考えていると、レヴィは目を細めてわたしを見つめた。

「サクサクの、素朴なプレーンクッキー」

「今、わたしの頭を覗きました？」

「可愛いことを言うね」

　ともすれば気障にも聞こえる言葉だけど、レヴィの人懐こい笑顔で言われると、いやらしさがまるでない。

「言ったでしょ。お菓子のことでの勘は鋭いんだ」

　今度はその笑顔がいたずらっぽいそれに変わる。表情の豊かな人だ。

「レヴィはどうしてクッキーが好きなんですか？」

「簡単さ。初めて食べたお菓子がクッキーだったからだよ。好きと言うより忘れられないお菓子と言った方がいいかもね」

　それ、すごくわかる。わたしも初めてお菓子を食べたときのあの感動は今でも鮮明に覚えている。

「フランは初めて食べたお菓子を覚えてる？」

「もちろん覚えていますよ。チョコレートです。村の人の街土産で」

「チョコレートは世界変わるよね」

「ええ、見事に変わりました。こんな素晴らしいものが世界にあるなんて、この世界に生まれてきて本当によかったって」

「僕も思った!!」

　さすがに大げさだと笑われるかと思ったのに。さっきよりさらに身を乗り出して、大真面目にレヴィが叫ぶ。

「うーん、チョコレートも食べたくなってきたな」

「わたしも作りたいです。田舎ではなかなかチョコレートの材料が揃わなくて、まだ試行錯誤の途中なんです」

「あぁ、困ったな。あれもこれも食べたい」

「わたしも、作りたいものがいっぱいです。でもまずはクッキーを作ることにしますね」

「楽しみだ。じれったいな、魔法があれば一瞬で城まで帰れるのに」

　レヴィにしてみたら、それは他愛ない会話にすぎなかったのかもしれないけど。

　魔法という言葉に、浮かれた気分が一瞬ですべて不安に変わった。それが顔には出ないように注意しながら会話を続ける。

「お城には、そんなに優秀な魔法使いがいるんですね」

　もしそうなら、わたしが魔法を使えることがバレてもそこまで目立ちはしないかもしれない。しかしそんな儚い希望はすぐに消え去った。

「いや、大魔女ウルリーカじゃあるまいし。さすがに転移魔法を使えるような魔法使いはもう国にはいないよ」

　どうやらわたしは墓穴を掘ってしまったらしい。不安と緊張が最高点に達して、いよいよ心臓がバクバクと大きな音を立て始める。

「そ、そうですよね！　でもこの時間も、おいしさのスパイスですよ！」

「そうだね。フランの言う通りだ」

　声がだいぶ上ずった。不自然だっただろうかと心配していると、レヴィが難しい顔をして「それより」なんて口にするからよけいに身が縮こまる。だけど彼が口にしたのは、それとはまったく関係のないことだった。

「さっきから敬語に戻ってる」

「あ……ごめんなさい」

「別に無理をする必要はないけどね。いいよ、しゃべりやすいようにしゃべってくれれば」

　レヴィが諦めたように笑って、わたしは「はい」とだけ答えた。

　とりあえずはほっとして、窓の外へと目を逸らす。城は、もうすぐそこまで迫ってきていた。

　馬車は正門を迂回してしばらく進み、それより少し小さめの門を通って停止した。

「この離れは僕の私邸みたいなものだ。だからフランも自分の家だと思ってくつろいでくれていいよ」

　先に馬車を降りたレヴィが、わたしに手を差し伸べながらそう説明してくれる。

　離れとは言っても、わたしの家が数十軒はすっぽり入ってしまいそうなほどの広さはあるし、ここに来るまでに通ってきた貴族のお屋敷よりは遥かに豪華で、とても自分の家だとは思えないし、くつろげそうにもない。

　レヴィの手を取って馬車を降りると、彼はそのまま尻込みするわたしの手を握り、引き寄せた。

「早く来て。こっち」

「ま、待って下さい」

　レヴィが走り出して、転びそうになりながらその後についていく。玄関を通っても、出迎えはおろか、使用人の影すらない。こんな広いところにレヴィは独りで住んでいるのだろうか？　だけどそんな疑問もすぐにどこかに吹き飛んでしまった。

「わあ……すごい！」

　案内された厨房に足を踏み入れれば、思わず感嘆の声が零れてしまった。最新式の窯に大理石の調理台。そこにはお菓子を作る道具がずらりと並んでいる。

「ここ、使っていいんですか？」

「うん。前にも僕専属の菓子職人はいたんだけど、僕があれこれ注文をつけすぎるからみんな逃げちゃって」

　恥ずかしそうに、レヴィが前髪をいじる。

「だからここはフランが一人で使っていいよ。人が必要なら雇うこともできるけど、フランは一人の方がいいよね？」

　確認するように言うレヴィに、うなずいてみせる。人がいては困るのだ。作っているところを見るなと言ったことで、それはレヴィも察してくれていたのだろう。

「じゃあ、次は部屋に案内するね。小間使いは何人欲しい？」

「そんな。わたしここで寝泊まりしても大丈夫ですし、自分のことは自分でやります」

「ここで？　ふふ、よっぽどお菓子作りが好きなんだね」

　それもあるけど、あまり人と関わりたくないというのもある。

「無理に連れてきたんだから、部屋と食事くらいは用意させて。ここに一番近い部屋を用意するよ。厨房には誰も近づかないよう命じておくから安心してほしい」

　ということは、やっぱり使用人がいるのかな。相変わらず人の気配はしないんだけど、それもそう命じているということだろうか。誰にも会わなくていいのは気楽だけど、誰も近づけないとなると、作ったお菓子をどうやってレヴィに渡せばいいのかわからない。

「レヴィは普段どこで何をしているんですか？」

「大体私室にいるからあとで案内するよ。用があったらいつでも訪ねてくれていい」

「さ、さすがにそれは……」

　王族にそう詳しいわけじゃないけれど、王子様って公務とか社交とか、とにかくもっと忙しいものだと思っていた。それに、いくらお菓子のためとはいえわたしみたいな村娘を気安く私室に近づけるなんて、やっぱり何か裏があるんじゃないだろうか。

「僕は今までお菓子のために放浪してたような身だよ。王子とはいえ、いていないようなものなんだ。だから本当に気を遣わないでほしい」

「でも……」

「フランにはお菓子のことだけ考えていてほしいんだ」

　わたしの両手を取って、レヴィが真面目な顔で囁く。なんだろうな……ときめくようなセリフのような、そうでないような。

　ただ、少なくともわたしにとってはありがたい話。こんな都合のいい話をうのみにしていいのかという不安は消えないけど、どうにも抗いきれない。

「わかりました。じゃあさっそく作りたいです！」

　衝動に任せてそう答えると、レヴィはクスッと笑った。

「大丈夫？　僕は嬉しいけど、移動で疲れているでしょ。休んでからでもいいんだよ？」

「お菓子を作りながら休みます。材料は……」

　わたしの意志が変わらないのを見るや、レヴィは目を輝かせて厨房の奥を指し示した。

「手紙で最低限のものは揃えさせておいた。仕入れ先は僕が指定したから、品質は保証するよ。でも納得いかなければ遠慮なく言って」

「ありがとうございます。では……」

「うん。じゃあ呼び鈴を置いておくから終わったら鳴らして」

「わかりました」

　察してくれたようで、最後まで言う前にレヴィは部屋を出てくれた。

　結局ここまで本当に誰にも会わなかった。出迎えすらないって、レヴィって本当に王子様なのか、もうそこからして疑わしい。でも……パイを食べてくれたときの彼の顔を思い出せば、もっとあの人にお菓子を食べてもらいたいという気持ちになってしまう。

　ここまで来て迷っても仕方ない。

「よし、作るぞ！」

　不安や迷い、そうした感情を吹き飛ばすように気合いを入れて、置いてあった真っ白なエプロンを身に着ける。

　クッキーの材料は、粉とバターと卵。プレーンが好きということだから、シンプルにいこう。だけどやっぱり甘さはほしいから、お砂糖も少しいるかな。

「ええと、お砂糖、お砂糖っと……これかな？」

　素焼きの陶器のふたを開けると、白く粗い粒が見える。備えつけのスプーンを使って手に取ってみる。

「すごく純度の高いお砂糖だわ。魔法で精製してないのに」

　結晶のような粒を見て、感心してしまう。わたしは普段、料理用の甘味をもっと純度の高いお砂糖に魔法で変えていた。そうすることで、お菓子に使う素材の味が甘味に邪魔されることを防いでいたのだけど、このお砂糖にはすでにそれが施されている。

　ここにある材料は全部レヴィが指定したと言っていた。

　……彼を全面的に信用することはまだできない。だけど少なくとも、彼が半端なお菓子好きじゃないってことは間違いない。この様子だと、他の素材もそれなりにこだわりぬいたものなのだろう。

　それにこの部屋……涼しい。ぱっと見ただけではわからないけど、壁の素材が他と違うのだろうか。

　魔法を使わなくても、お菓子作りに必要な条件が整っている。さすがお城の、それもお菓子好き王子の専属菓子職人用厨房だ。はかりの目盛りも驚くほど細かい。

　さて、驚いてばかりもいられない。さっそく保管庫から材料を選んで調理台に立ち、容器にバターを入れ、かくはん棒で潰すようにして柔らかくする。次に砂糖、それとほんの少しの塩。これらを加えて滑らかになるまですり混ぜる。

　次に卵の、黄身だけを綺麗にとり除く。白身が入ってしまうとだいぶ食感が変わってしまう。レヴィの言っていた素朴でサクサクのクッキーを作るのに、この工程は不可欠だ。

　あらかじめ篩っておいた粉を加え、練らないように気をつけながらまた混ぜる。練ってしまうとサクサクにならないので、ここも重要。これも魔法で全部完璧に混ぜてしまうと味や食感がだいぶおおざっぱになっちゃう。だからここまでの工程はわたし自身の腕の見せどころ。

　でもここから先は魔法を使う。まず生地の時間をちょっと進めて素材をなじませる。次に、室温と体温を下げ、調理台の材質も変化させて、生地を形成する際に打ち粉なしでも生地が台にはりつかないようにする。

　たぶん、この台はすでにある程度それを防ぐための加工がされているけど、それでも完全に防ぐことは無理だ。普通は打ち粉を引いてそれを防ぐのだけど、少しでも生地に含まれる粉が増えれば仕上がりに影響してしまうから、できれば使いたくない。

　まあまったく何もくっつかないという材質は自然界に存在しないし、生地を台にくっつかなくする魔法、なんてものも存在しないので、最初はあれこれ効果を組みあわせたり、かけあわせたりと、いろいろ大変だったものだ。

　そんなこんなで生地を棒状にまとめると、もう一度魔法で冷やして生地を固める。この作業は切りやすくするためだから、あまりカチカチにしすぎてもいけないところ。これを包丁で等間隔に切り分ければ、丸い形のクッキーになる。あとは焼くだけなんだけど、まだ気は抜けない。焼く前に魔法で窯の中を温めておかないと。

　生地を入れてから火をつけると、いくら魔法の火の温度が一定でも温度にムラが出てしまうのだ。だから先に火をつけて温度を一定にしてから、鉄板に並べた生地を入れる。ここからも焼き上がるまで一時も気は抜けない。

「火の精霊よ……我に従え！」

　これで、わたしが思う理想のサクサククッキーのできあがりである。






　呼び鈴を鳴らすと、現れたのがレヴィだったのでびっくりした。てっきり使用人が控えているものだと思ったのに。呼び鈴で王子様を呼びつけるなんて、ウルリーカですらしたことはなかった。もはやこの世でわたしだけかもしれない。

「できた!?」

　とにかく、満面の笑みでレヴィが厨房に駆け込んでくる。その勢いで束ねられた彼の金髪が尻尾みたいに跳ねた。なんだか犬みたいで可愛い、というのはさすがに失礼だろうから、笑ってしまいそうになるのをこらえて返事をする。

「はい」

「じゃあさっそく……といきたいところだけど、お茶を用意させたから。一緒に座って食べよう。こっちだよ」

　レヴィに手を引かれて歩き出す。通された部屋には、座り心地のよさそうなソファと、鏡みたいに磨きぬかれたテーブルがあって、その上にはお茶の支度が整っていた。わたしたちが椅子に座ると、メイドさんが手際よく茶葉を蒸らしてカップにお茶を注ぐ。……ここに来て初めてレヴィ以外の人を見た。

「ありがとうございます」

　メイドさんにお礼を言うと、彼女は少し驚いたような顔をしたけれど、すぐににこっと微笑んだ。

「ご丁寧にありがとうございます。使用人のセニアと申します」

「あ、わたしはフランです……」

　こういうときなんと挨拶すればいいのかわからなくて、とりあえず名乗ったものの、その後が続かない。悩むわたしを見て、レヴィがふふっと笑う。

「気を遣わなくても大丈夫だよ、フラン。君はお菓子のことだけ考えていればいいと言っただろう？　セニア、お茶をありがとう。下がっていいよ」

　レヴィの言葉を受けて、彼女は一礼すると部屋を出ていった。

「ではいただきます」

　食前の祈りを捧げて、レヴィがクッキーに手を伸ばす。人に自分の作ったお菓子を食べてもらう、この瞬間はいつもドキドキする。

「……すごい。こんなにサクサクしたクッキーは食べたことがない」

　感極まったように、レヴィが抑揚のない声で呟く。

「硬さがまったくないのに、サクっとした食感は失われてなくて、それでいてホロホロととろける……絶品だ。本当に、フランに来てもらってよかった!!」

　やっぱり、今まで聞いたことのないくらい感想が細かい。

「わたしも喜んでもらえて嬉しいです」

「ほら、フランも食べて。お茶も僕なりに合うものを選んでみた」

「はい、じゃあ……」

　レヴィに促されて、手を伸ばす。

「うーん、形も綺麗だ。一つ一つを見れば微妙に違うから型を使ったわけじゃないみたいなのに、どこにも歪みがない。焼き色も表面のきめ細かさも……まるで芸術品だよ」

「レヴィって、お菓子食べるのにそんなところまで見てるの、すごいですね」

　わたしは嬉しいけど、逃げ出してしまう人がいるというのも無理はないと思う。

「見ちゃうんだ。好きなものってこだわりだすと際限がなくなってしまう。悪い癖だよね」

「でもわかります。わたしもそうですから。だけどただの自己満足だと思っていました。そんなところまで見てくれる人がいるなんて思わなくて」

「僕も。僕のお菓子の話を楽しそうに聞いてくれる人に、初めて出会えた」

　ほんの一瞬だけ。レヴィの笑顔に憂いのようなものが見えた、気がした。

　なんとなくわかる。

　わたしはただの村娘だから、お菓子に執心してたって誰も何も言いやしない。でもレヴィはそうはいかないのだろう。いていないようなもの、なんて言っていたけど、第二王子という生まれはきっと消せやしないだろうから。

　彼の笑顔の裏には、いろんな事情や悩みがあるのかもしれない。でもそんな突っ込んだことは聞けやしないし、彼の憂いには気がつかない振りをする。わたしはあくまで、ただの菓子職人。お菓子のことだけ考えていればいいんだ。

　気を取り直してカップに手を伸ばし、口をつける。甘さを抑えた紅茶が、クッキーのほのかな甘みと絶妙に合う。

「お茶、おいしいです」

「口にあってよかった」

　レヴィが選んだという葉もいいのだろうけど、熱すぎずぬるすぎず、濃すぎず薄すぎずの絶妙な加減、淹れた人の腕もよさそうだ。さすがは王子様のメイド、というところだろうか。

「そういえば、全然誰にも会わないから、誰もいないのかと思っちゃいました。ちゃんとメイドさんがいたんですね。呼び鈴を鳴らしたらレヴィが来たからびっくりして」

「手紙で出迎えはいらないとも伝えておいたんだ。大事な人を連れてくるからしばらくそっとしておいてほしいとも」

　お茶をふき出しそうになった。

「あの……それ、誤解されていませんか？」

「なにを？」

　問い返されて、返事に困る。

　大事な人だなんて。まるで恋人か何かみたいじゃない。そう思うのはわたしがおかしいのだろうか。そんなこと聞けるわけもなくて。

「いえ、なんでもありません……」

　そう答えながら、わたしはあることを思い出していた。

　それは、大魔女ウルリーカの、彼女の力を継ぐ偉大な魔法使いたちがいずれもできなかったことが一つだけあるということ。

　それは――

「レヴィ！」

　扉が開く音とレヴィの名を呼ぶ鋭い声が、わたしの思考を裂いた。

　声のした方を向くと、レヴィと同じ眩しい金髪と、青空のような瞳をした人が息を切らして駆け寄ってくる。

「兄上。どうされたのです」

　もしかして、と思ったことが、レヴィが口にした呼称で確信に変わる。

「どうもこうもない。突然帰ってきたかと思えば、お前が恋人を連れ込んだと聞いて」

「それは誤解です。あとでちゃんと話しますから、今は……」

「今話せ！　お前はいつも勝手がすぎる」

「ですが……」

　間違いない。きっと第一王子のエーリク様。慌ててわたしは席を立った。

「あ、あの、ごめんなさい。お話の邪魔にならないよう、わたしは部屋を出ています」

「座って、フラン」

　ヒュッ――と、まるで心臓が凍ったように胸が冷たくなった。一瞬、誰がしゃべったのかわからなかったほど……いつものレヴィの声とはかけ離れていて。

「僕に約束を破らせないで。君は気にしなくていいから、座っていて」

　人懐こくて、気さくで、眩しくて……そんないつものレヴィの面影が、今はどこにも見当たらない。表情がないだけで、こんなにも冷たい印象になってしまうものなんだ。

　でも、そういう顔をしたレヴィと、エーリク様はよく似ていた。エーリク様は慌てた様子であっても大人びていて威厳がある。髪や瞳はレヴィと同じで眩しい色でも、太陽よりは月というような、普段のレヴィとは真逆の印象だ。どこか……影があるというか。

「兄上、彼女は新しく雇った僕専属の菓子職人です。無理を言って来てもらっています。どうかそっとしておいて下さい」

「なんだって。では城の者が噂しているのは」

「事実無根です。ご心配をおかけして申し訳ありません」

「まったくだ。お前もいい歳なんだから、そろそろしっかりしてくれないと困る」

　大きなため息を吐き出しながら、エーリク様が額に手を当てる。

「父上もお年を召して、だいぶ体も弱っていらした。それにつけこんでよからぬことを企む者もいるだろう。私たちがお支えしなくてどうする」

「僕などいなくとも、兄上さえいらっしゃれば我がウルリース王国は安泰です。父上だっていつもそう仰っているではありませんか」

「私にばかり押し付けないでくれ!!」

　エーリク様が大声を上げて、思わずビクッと体が竦む。影のある人だと思っていたけれど、今はそれが特に顕著に表れている。白すぎる肌には、濃い疲労が見えた。

　おろおろと二人を見比べていると、レヴィが小さく息を吸って、吐いた。わたしをちらりと見てから、再びエーリク様へと視線を戻し、口を開く。

「そのようなつもりではありませんでした。これでも僕なりに気を張っております。……マルケス侯爵あたり、少し気をつけておいた方がよいでしょう」

「レヴィ……」

　エーリク様が額に当てていた手を下ろし、驚いたようにレヴィの名を呼ぶ。その表情からは、さきほど見えた陰鬱さは幾分か消えていた。

「わかった、探りを入れておこう。すまない……声を荒げたりして」

「いえ、兄上もお疲れでしょうから。しかしフランが委縮してしまいますので、どうかこの場は冷静にお願いします」

　レヴィが軽く頭を下げる。名前を出されてますます委縮していると、そこで初めてエーリク様はわたしをまじまじと見た。

「……お前がそんなに固執するとは、珍しいな。本当に恋人ではないのか？」

「ええ。兄上も彼女の菓子を口にすれば理由がわかりますよ」

「菓子ではなく、女に興味を持つようになってくれた方がまだ安心できるんだがな」

　腰に手を当て、呆れたようにエーリク様が嘆いてみせる。

「興味がないわけではありません。ただ菓子の方が好きなだけです」

「それが心配だと言っているんだ」

　むくれるレヴィの頭を小突いて、エーリク様がピシャリと返す。

　そのやりとりで、ギスギスしていた空気が一度に軟化した。さっきまで怖い顔で言い合っていた二人だったけど、今は声を上げて笑い合っている。

　てっきり仲が悪いのかと思っていたけど、とりこし苦労だったみたい。たぶん兄弟ってそういうものなんだろう……わたしにはいないから、わからないけど。

　ともあれほっと胸を撫で下ろしていると、エーリク様は笑うのをやめ、改めてわたしの方へと向き直った。

「失礼した。ウルリース王国第一王子、エーリクだ。弟が無理やり連れてきたようですまなかった」

　エーリク様が頭を下げるので、恐縮してひっくり返りそうになってしまった。ちゃんと挨拶しなきゃいけないと思うのに、声も出ない。そんなわたしを見て、レヴィが助け船を出してくれる。

「兄上、また改めて紹介しますので、今日のところはお引き取りを」

「そう言って、またフラリとどこかに行ってしまうんだろう」

「行きませんよ。フランがいますから」

　こんなセリフ、普通の女の子が聞いたら卒倒ものだろうなぁ。お菓子のためだってわかっているわたしでも、思わずドキドキしそうになる。

「……なんだ。あながち脈がないわけでもないのか」

　エーリク様は、誤解していそうだけど。

「何にせよ、君のおかげでレヴィが城にいてくれるというなら感謝する。邪魔してすまなかったな」

「いえ、そんな」

「レヴィを唸らせる君の菓子、いずれ私も食べたいものだ。ではな」

　エーリク様が退室して部屋の扉が閉まり、思わずほっと息をついてしまった。さすが次期王様と言われるだけあって、無意識に跪いてしまいそうな存在感があった。

「すまない、フラン。城の者と関わる必要はないと言ったのに……」

「いえ、誰にも会わないのは無理ですよ。わたしの方こそちゃんと挨拶もできなくて。あっ、名乗ってもいなかった……どうしましょう」

「大丈夫だよ、兄上はそんなことを咎めるような方じゃないから。強く優しく聡い、次期王に相応しい立派なお方だ」

「レヴィはお兄さんのこと、好きなのね」

「嬉しい。やっと砕けて話してくれた」

　レヴィが、エーリク様のことを話すとき優しい目をしたから。なんだか微笑ましくて、つい。

「ごめんなさい。最初、仲が悪いのかと思ったので……そうじゃないってわかったら、ほっとしてしまって。わたしには家族がいないけど、やっぱり家族っていいなって思って」

「それなら、ぜひ家族だと思って接してほしいな。その方が僕も嬉しい」

「そんな。王子様と家族だなんて、恐れ多いです」

「……ごめん。せっかく打ち解けてくれたのに、かえって委縮させてしまった」

　寂しそうに言われると、少し罪悪感もあるのだけど。王子様というのを差し置いても、会ったばかりの人をいきなり家族と思うのには無理がある。それはレヴィもわかってくれているのだろう、彼はすぐに話を元に戻した。

「僕は兄上と違ってできが悪くてさ。勉強や剣の稽古、堅苦しい式典、全部が嫌で嫌でたまらなくてね。毎日城中の人に叱られて、しまいには部屋を出ることもできなくなった。そんなある日、兄上が会いに来てくれたんだ。クッキーを持って」

　遠くを見るように話していたレヴィの目が、そこでクッキーへと向いた。

「大事な、思い出のお菓子なんですね」

「うん。あれは運命的な出会いだったなぁ……」

「えっと……エーリク様との思い出話ではなく、クッキーの思い出だったんですか？」

　うっとりとクッキーを見つめるレヴィを見て、思わず突っ込んでしまった。

「両方だよ。てっきり兄上も僕を叱りに来たんだと思ったのに『お前はお前らしくあればいい』なんて言って、クッキーを置いていくからさ。その結果、クッキーのあまりのおいしさに心奪われた僕は、自分らしくお菓子への飽くなき探求を始めることにしたんだ」

　それは、エーリク様も予想の斜め上を行く結果だったろうな……。お菓子との出会いに運命を感じるのは、わかるけど。

「フランとの出会いも運命だと思ってるよ。君のおかげで、僕は理想のお菓子に出会えた」

　クッキーを取ろうと伸ばした指に、レヴィが伸ばした指が触れる。慌てて引っ込めようとするわたしの手をつかまえて、彼はあの、太陽の光も霞むような笑みを浮かべた。

「君に会えてよかった」

　――偉大な大魔女ウルリーカの記憶があっても、わたしにはわからないことがある。彼女も、彼女の力と記憶を受け継いだいずれの者もできなかった、たった一つのこと。

　それは、恋をして、誰かを愛すること。

　もしかして、この胸がきゅっとなるような感覚がそうなのだろうかと考えてしまいそうになる。でも、きっと違うのだろう。彼が好きなのはわたしではなくお菓子だし、わたしが好きなのも、彼ではなくお菓子なのだから。

「わたしも、レヴィに会えてよかったです」

　わたしたちは共に自分が追求するもののため、こうして手を取り合っているにすぎないのだ。






　日々は穏やかに過ぎていった。しばらくはわたしも警戒していたけれど、厨房に人が近づくことはなかったし、作り方の詮索をされることも一切なかった。ここの使用人さんはみんなレヴィの言うことは忠実に守る。

　結局、自分のことは自分ですると言ったものの、食事や洗濯など生活面でのことは全部使用人さんに任せることになっていた。分不相応な気がして断ったのだけど、わたしの仕事はお菓子を作ることだからと押し切られてしまった。でもみんないい人たちばかりなので、すぐに打ち解けることができた。

　その人たちとの関わりを通じて、一つわかったことがある。レヴィは自分を「変わり者」「いていないようなもの」とことあるごとに口にするけど、使用人たちからはとても慕われているということだ。

「フラン様、お食事のご用意が整いました」

「あ、はい！　今行きます！」

　扉を叩く音に、髪を結っていたわたしは慌てて返事をした。

　ここに来て、もう一か月ほど経つだろうか。暮らしにもだいぶ慣れてきた。最初の頃は部屋に運ばれてくる食事を一人で食べていたのだけど、最近はお菓子だけでなく、ご飯もレヴィと一緒に食べるようになっていた。王子様と一緒にご飯だなんて恐縮してしまうのだけど、レヴィがどうしてもと言うので……押し負けた。

「殿下はもうお見えですよ」

「え!?　じゃあ急ぎます」

「いいんですよ、待たせておけば。勝手にいらしたんですから」

　わたしを呼びにきてくれたメイドのセニアさんが、遠慮のない物言いをする。

　レヴィはわたしに対してだけでなく、お城の使用人や自分の家臣に対しても決して偉ぶったりしない。そういえば村に来たときも、興味本位で近づいてくる村の人たちと仲良く話していた。そういう人柄なんだろうな。そのせいもあってか、使用人さんたちもレヴィに対して過剰にへりくだったりはしない。

「今までは呼んでもなかなか来て下さらなかったんですよ。お菓子ばかり食べて、食事はして下さらなくて。特に野菜はお嫌いで」

「そうなんですか？　いつも普通に召し上がっているので気づきませんでした」

「フラン様がいらしてからなんですよ。もともと誰とでも気さくに話して下さる方でしたが、フラン様とお菓子の話をされているときは特に楽しそうで。話している間に苦手なものもペロッと食べておしまいになります」

　そう言って、セニアさんは嬉しそうに笑った。

「フラン様のお菓子をいただいてから納得しました。実は私、甘いものはあまり得意でなかったのですが」

　彼女が切り出した言葉に、少し不安になる。

　ちょっと前に、ここの使用人さんたちにお菓子を振る舞ったのだ。レヴィは人付き合いをしなくてもいいと言うのだけど、食事や生活面でお世話になっているのにそのお礼もしないというのは気が引ける。せめてものお返しのつもりだったんだけど、お菓子が苦手な人もいるなら悪いことをしたと思って。

　だけど彼女の言葉の続きは、わたしが心配したようなものではなかった。

「フラン様のお菓子は、甘くても胃にもたれないのです。こう……上品でしつこくない甘さというか。だからお菓子を食べた後でも、しっかりお食事ができるのでしょう」

　甘いものが苦手、という感覚がわたしにはわからない。だから貴重な感想だ。

「そうなんですか」

「ええ。それに今まで殿下は一人でお食事をされていましたから。一人で食べるご飯は味気なかったのでしょうね」

　その寂しさなら、わたしにもわかる。実際のところ、わたしもレヴィと一緒にお菓子の話をしながら食べるご飯はとても楽しい。

「殿下は城がお嫌いでいらっしゃいますから。帰ってきて下さって、あんな風に楽しそうにしていらっしゃる殿下を見られて、みんなフラン様に感謝しているんです」

「みなさん、レヴィのことが好きなんですね」

　そんな風に言われると照れてしまって。はぐらかすように言うと、はい、と彼女は即答した。

「私たちのような下々の者にはわかりかねますが、王子というお立場であればいろいろしがらみがあるのでしょう。だからせめて少しでも心やすらかにお過ごしいただけるようにと、みな思っています」

　それも、なんとなくだけどわかるような気がする。ウルリーカの強大な魔力は、いつも権力に利用されてきたから。お城の中は特殊な世界だ。だからこそわたしは、田舎で静かに暮らしたいと思っていた。だけど……今は少し、その考えが変わってきた。

「フラン！　今日はどんなお菓子を作るの？」

　食卓に着くと、レヴィが子供みたいに目を輝かせて聞いてくる。

「殿下、ちゃんとお食事もなさって下さいね」

「わかってるよ。楽しみで、ついね」

　たしなめられても、気を悪くした風でもなくレヴィが答える。

　城の中でも、レヴィが王子様でも、ここの暮らしは決して悪くない。とても静かで穏やかで――でも、ずっとこのままというわけにはいかない気がする。

　もし、レヴィが王子としての責務を果たさなければいけないときが来たら、そのときわたしはどうなるんだろう。そう考えると胸がズキンとするのは、自由にお菓子を作れなくなるから……だけではない気がする。






「フラン、今日は少し元気がないね」

　昼下がり。テーブルにカットしたチョコレートケーキを置くと、不意にそう声をかけられた。

「そう……でしょうか？」

　指摘されるほど元気がないつもりはなかったけれど。確かに……このままでいいのかとは常々思っている。愛称で呼んで、食事やお茶を共にして、時には夜遅くまで談笑することもあったりして。いくら専属とはいえ、菓子職人の域を超えている。

　これじゃ、まるで――

「……このチョコレートケーキ、すごいね。作りたてにしてはしっとりしてる。口当たりが重くて濃厚だ」

　レヴィの声が、わたしの思考をお菓子へと戻す。

　駄目だ、よけいなことを考えちゃ。わたしはお菓子のことだけ考えていればいいんだから。

　チョコレートケーキにもいろいろあって、チョコクリームでデコレーションしたものもあれば、生地に溶かしたチョコレートを混ぜ込んで焼き上げるものもある。今回は後者なのだけど、焼き上がって冷ましただけではサクサクして口当たりが軽い。もちろんそれはそれでおいしいのだが、冷えて時間が経つとチョコが硬くなり、重厚な味わいに変わる。

「フランの作るお菓子は、まるで魔法みたいだね」

　ぎゅっと心臓をつかまれたような感覚に陥る。

　事実魔法なのだ。焼き上がったケーキを魔法で冷やしながら、半日ほど時間を進めた。冷やす温度も時間も妥協なくこだわりぬいたものだ。

「やっぱり元気がない。何かあった？」

「あの。わたし、いつまでここにいていいんですか？」

「……もしかして、帰りたくなった？」

　わたしを見上げて、レヴィが綺麗な形の眉をひそめる。

　確かに、村を懐かしいと思うこともあるけれど。

「いえ、そういうわけじゃないんですが」

「だったら、僕は……君さえよければ、ずっとここにいてほしい」

　ほっとしたのに、胸はなぜだか痛いままだ。

　ずっとここで、レヴィのためにお菓子を作れるなら……わたしだってそうしたい。レヴィが約束を守ってくれるのなら、魔法のことを隠したままで、好きなようにお菓子を作り続けることができる。

　だけど、このままレヴィを騙し続けていていいんだろうか。

　それに……

「――フランのお菓子がない生活なんて、もう耐えられそうにないからね」

　……彼に必要なのはわたしじゃなくてお菓子なのだ。

　そう遠くない未来、彼はどこかのご令嬢かお姫様と結婚するのだろう。本当のことを言えない辛さよりも、どうしてかそれを考えたときの方が、もっと胸が辛くなる。

「あの、レヴィ。話したいことが……」

「……なに？」

　フォークを置いて、レヴィが居ずまいを正す。はっとしてわたしは口を閉じた。無意識にしゃべってしまっていた。

　わたし、たぶんレヴィのことが好きだ。わたしが作ったお菓子をおいしそうに食べてくれて、他の人が見ないようなこと、気づかないようなことまで褒めてくれて、楽しそうにお菓子の話をする。わたしはこのところ、それが見たくてお菓子を作っている。

　お菓子のためにレヴィの傍にいるんじゃなくて、いつの間にかレヴィのためにお菓子を作るようになっている。

　それを自覚したら、もう自分に言い逃れができなくなった。

　恋を知らないから。恋とは違う。本当のことを言えないから、身分が違うから、好きになってはいけないと思っていたから。……どれも言い訳だ。

　だったらもう……いっそのこと、全部話してしまおうか。

　わたしがウルリーカの記憶と力を持っていること。その力を争いに利用されたくなくて隠していること。身分が違っても、ウルリーカの力を持っているなら特別扱いしてくれるかもしれない。レヴィなら、きっとこの力を悪いことに使ったりしない。受け入れて、わたしを守ってくれるかもしれない。そうすれば、もう不安にかられて生きていかなくてもよくなる。

　それに……彼の傍にずっといられる。

　まだ食べかけなのに、レヴィはわたしが話し出すのをじっと待っていてくれている。

「わたし、実は……」

「レヴィ！」

　言いかけた言葉は、彼を呼ぶ声に阻まれた。

「兄上？」

　話の腰を折られてしまったのに、わたしはそのことにほっとしていた。何事もなかったかのように立ち上がって振り返ると、エーリク様がこちらに向かって歩いてくる。

「フラン、今日も元気そうだな」

「ええ、エーリク様も」

　ときおり、エーリク様はこうしてわたしたちを訪ねてくる。レヴィは気を遣ってくれるけど、エーリク様はいい人だし、忙しそうで長居をするわけでもないから作っているところを見たいとも言い出さないし、わたしは別に嫌ではない。

「……兄上の目は節穴ですか」

「何を怒っている？」

　笑顔を消し、腰に手を当ててエーリク様がレヴィを見下ろす。

　……エーリク様は元気そうだと言ってくれた。なのにレヴィには元気がないと見抜かれていた。

　レヴィは鋭い。他の人はごまかせても、彼はそうはいかないかもしれない。だから、念入りに笑顔を取り繕う。もっと自然になるように。いつものわたしを思い出しながら、いつもと変わりない調子で声を上げる。

「今日はチョコレートケーキを作ったんです。よかったらエーリク様もお召し上がりになりませんか？」

「それはぜひ食べたいな。すまないがレヴィ、私の茶も用意してくれないか」

「かまいませんが、兄上。お忙しいのでは？」

「今日はやけに邪険にするな。プロポーズの予定でもあったのか？」

「ご冗談を」

　冷めた声でレヴィが答える。本当に、とんだ冗談を言ってくれるものだ。

「冗談なものか。長年放浪しておきながら、やっと帰ってきたかと思えば私邸から出てこない。城では第二王子に寵姫がいるなどと囁かれているぞ」

　飲んでいた紅茶をふき出しそうになった。

「訂正しておいて下さればいいのに」

「フランのことは伏せろと言ったのはお前だろうに」

「……そうですが」

「帰ってきてから父上には会ったのか？」

「いえ、勘当されているようなものなので。向こうがお会いにならないでしょう」

「本当に勘当しているなら、お前のこんな振る舞いを捨て置きはしない。父上が弱っていらっしゃるという話をしただろう。一度くらい顔を見せても……」

「そういうお話でしたら、今日はどうぞお帰りを」

「レヴィ」

「僕は僕で先のことくらい考えております。今は放っておいて下さい」

　淡々と、突き放すようにレヴィが呟く。

「……わかった」

　ふい、とエーリク様は目を逸らすと、そのまま庭を出ていった。すれ違いにお茶を持って入ってきたセニアさんが、それを見て怪訝な顔をした。

「もうお帰りになったのですか？　てっきりお茶をご一緒されるのかと思って用意したのですけれど」

「わざわざありがとう。せっかくだから僕がもらおう」

　レヴィのカップを取り換えて、セニアさんが下がっていく。二人残されたあと、辺りは静寂に包まれた。なんだか……変な空気になったな。

「ごめん、邪魔が入ったね。さっき何を言いかけたの？」

　ややあって、レヴィが口を開く。だけど、もうすべてを打ち明ける勇気なんてわたしにはなくなっていた。

　でも、言わなくてよかったんだ。

　落ち着いて考えてみたら、急に自分が恥ずかしくなった。

　醜い嫉妬に心を痛めていたことも、ウルリーカの名前を欲のために使おうとしていたことも、何より自分が安心して暮らしたいがために、レヴィに守ってもらおうと思ったことも。全部全部、最低最悪だ。

　大体、レヴィがわたしの力を受け入れてくれる保証なんてどこにもない。なのに、わたしは思い上がっていた。

　気をつけなきゃ。

　ほんのわずかな表情の違いで気づいてしまうレヴィに、もう心配かけないように。そのためにはやっぱり、ウルリーカの生まれ変わりであることも隠さなきゃ。今までより、もっともっと気をつけて。

「いえ、なんでもありません。お茶の続きをしましょう」

「フラン……」

「ケーキ、まだ残ってますよ。口に合いませんでしたか？」

「まだ、敬語をやめてくれないんだね」

「だってあなたは王子様なんですよ。わたしはただの田舎娘です。変な誤解をされては迷惑でしょう？」

「……そうだね。すまない、不快にさせてしまって」

　不快だなんて思ってない。わたしが迷惑したなんて言ってない。だけどそれを言えば、想いを露呈しているようなものだ。

　ケーキを一口、口に運ぶ。ほどよい甘さが口の中でとろける。

　恋ってお菓子のように、もっと甘くてキラキラしているものだと思っていた。だけど今わたしが抱いているこれが恋心なら、お菓子とはまったく逆だ。苦くて悲しくて、嫉妬したり保身に走ろうとしたりする自分は醜くて、つらい。

　だけど笑わなきゃ。顔を上げると、晴れた青空のようなレヴィの瞳が、今は雨が降りだしそうに悲しそうで。……笑わなきゃ。

「……レヴィ、明日は何が食べたい？」

　できるだけ明るい声でそう問うと、彼も笑って、明るい声を上げた。

「そうだね。クッキーかな」

「わかった。サクサクのプレーンクッキーね」

　そう言って、互いに再びケーキを食べ始める。だけどもう、その味も全然わからなくなっていた。






　エーリク様が来たあの日を境に、レヴィは離れを空けることが多くなった。一日も欠かさず続いた昼下がりのお茶の時間は、少しずつなくなっていった。

　それでもわたしは毎日お菓子を作った。幸い使用人さんたちとは大体顔見知りになっていたので、孤独を感じることだけはなかった。レヴィがいなくても厨房に近づこうとする人はいなかったし、約束は守られ続け、わたしは毎日好きにお菓子を作ることができた。

　それはわたしが何より望んでいたことで、満たされた日々のはずだった。

「遅いですね、カレヴィ殿下」

　一人で夕食を食べていると、お茶をいれにきてくれたセニアさんがふと呟いた。

「今までは遅くとも、夕食までにはお戻りになっていたのに」

「きっと忙しいんですよ。王子様ですし」

　自分に言い聞かせるように、そう返事する。

「そうですね、たまに忘れそうになりますけど」

　わたしの前にお茶の入ったカップを置いて、セニアさんはふふっと笑った。人と関わりたくない、なんて思っていたくせに、今は誰かがいてくれることがありがたい。本当にわたしは自分勝手だ。

「……一人で食べるくらいなら、みんなと食べたいです」

「それ、殿下にも言われたことあるんですけどねー。私たちみんな休憩時間バラバラですし、街に食べにいく人とか空いた時間でパパッと食べちゃう人とかいろいろいますから」

「けっこう自由なんですね」

「みんな殿下に雇われたときに『僕は自由にやるからみなも自由にしていい』って言われているんです。エーリク様からは『あんまり好き勝手させるな』と釘を刺されているんですけど」

　どちらも目に浮かぶ。

「それに、いくらカレヴィ殿下が寛大だからといって、やっぱり王子殿下と使用人ですから。一緒に食事というわけには参りませんよ。万一陛下のお耳にでも届いたら、私たち不敬罪で罰せられてしまいます」

「それじゃ、わたしも罰せられるということですか？」

　そう言うと、セニアさんはぽかんとした顔でわたしを見た。

「わたしだって、立場的には使用人と同じじゃないですか」

「フラン様は、殿下の恋人ではないのですか？」

「は、はぁ!?」

　彼女がとんでもないことを言い出すので、思わず叫び声を上げてしまった。まさかこんな身近な人にまで誤解されているとは思わず、動揺を隠しきれないまま否定する。

「違います！　わたしはただの菓子職人で……！」

「じゃあ雇われてお給金をいただいているのですか？」

　そういえば、お金の話なんてしたことなかった。わたしはお菓子さえ作れればよかったし、住むところも食事ももらってこの上お金が欲しいなんて考えたこともなかった。もらったって使うこともない。

　毎日レヴィのためにお菓子を作って、空いた時間があれば新しいレシピを考えていた。今まで作ったお菓子の配分を見直してみたり、魔法を使ったものと普通に作ったものの差を確かめる実験をしてみたり。一日のほとんどを厨房で過ごし、それ以外はレヴィと一緒に過ごしていた。お菓子を食べて、飽きることなくお菓子の話をして……そんな毎日だったから。

「殿下専属の菓子職人なんて、殿下の花嫁みたいなものだと思いますけど」

「だ、だけど……」

　エーリク様がプロポーズだの寵姫だの揶揄したとき、レヴィは怒っていたように見えた。

「どのみち、殿下はフラン様のことをお好きだと思いますけど」

「レヴィはお菓子が好きなだけです」

「それだけなら一緒にお茶や食事までなさらないでしょうに」

「でも……身分が全然……」

「カレヴィ殿下のお母上も、元は城下街で花屋をしていらっしゃったのですよ」

「そ、そうなんですか!?」

　つい、勢いこんで確認するわたしを見て、何かを察したらしいセニアさんがニヤッと意地悪な笑みを浮かべる。

「ええ、エーリク殿下とはお母上が違いまして。愛があれば身分など関係ありません」

　気にすることはありませんよ、とセニアさんがわたしを応援するように両手を握りしめて胸の前で構える。それと、門の方で音がしたのはほぼ同時だった。

「あ、きっと殿下です。お出迎えをしないと。フラン様も一緒に行きましょう！」

「ちょ、ちょっと待って……」

　どうしよう。顔が熱い。

　身分は関係ないと聞いて、ちょっとだけ期待してしまった。そしてそれを敏感に見抜いたセニアさんに、ぐいぐいと手を引かれて門まで連れていかれる。

　外はもうすっかり暗くて小雨が降っていた。他の使用人さんが灯かりを持って、レヴィの乗ってきた馬を引いていく。

「お帰りなさいませ、殿下。今拭くものをお持ちします」

　びしょ濡れのレヴィを見て、セニアさんが慌てて屋内に戻っていく。

「お、お帰りなさい。今日はマドレーヌを――」

「フラン」

　いつもと違う冷たい声。あの日エーリク様と話していたときのような声で、レヴィがわたしの名前を呼ぶ。

「契約は終了だ。今までありがとう。明日雨が上がれば村まで馬車を出そう」

　今、なんて。

　そう言いかけたわたしの声は、激しくなっていく雨音と雷鳴に呑み込まれて消えた。
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第三章　帰ってきた日常












　薄いカーテンを通して、陽の光が差し込んでくる。鳥のさえずりに目を覚ます、ありふれた朝。見慣れた天井、見慣れた窓、生まれ育ったわたしの家。

「フランー！」

　呼ぶ声に、わたしは小さなベッドの上で重い体を起こした。友達のメネが、勝手に玄関の扉を開けて入ってくる。

「おはよう、メネ……どうかしたの？」

「それはこっちのセリフよ。まだ寝てたの？　もうすぐお昼よ？」

「え……？」

　言われて窓の外を見てみれば、太陽はずいぶん高いところにあった。その眩しさに、ふと思い出しかけたものがあって……慌ててそれを振り払う。俯くわたしを、メネが腰をかがめて心配そうに覗き込む。

「ちょっと、フランてば……体調でも悪いの？」

「ううん、大丈夫」

「やっぱり、お城から戻ってきてから変よ。あの王子様に何かされたの？」

　思い出さないようにしていたのに。

　心配してくれているのはわかるし、ありがたいけど、今はそっとしておいてほしい。……でも、それを聞いてくれる彼女でもないだろう。

「何もされていないわ。契約期間が終わったから帰ってきただけ」

「契約期間？　あの人『ずっと』って言ってたじゃない。あたし、もうフランには会えないかと思ったんだから」

　うん、ずっとって言ってた。村を出たときも、いつまでとわたしが聞いたときも。だけど、今さらそれを責めても仕方ないことだ。

「ねえ、フラン、またお菓子作ってよ！　そしたらきっと元気になるわ」

「お菓子……」

　メネに言われるまでまったく気がつかなかったけど。城を去ったあの日から、わたしはお菓子を作ってもいないし食べてもいない。それどころか考えてすらいなかった。

「……もうお菓子はいいかな……」

「……そう。でも何か食べなきゃ駄目よ。台所借りるね」

「え、でもわたし帰ってきてから掃除もしてなくて……」

　数か月留守にしていたのだから、そのまま使えるような状態じゃない。そう言いかけて気がついた。こんなに家を空けたのに、床にも机にも埃ひとつないし、シーツはお日様のにおいがした。

「メネ……もしかしてうちの掃除してくれてた？」

「たまにね」

「もう会えないと思ってたくせに？」

「だけどもしかしたら帰ってくるかもしれないじゃない」

「真っ先にわたしを追い立てたのはメネなのに。帰ってきてほしかったの？」

「だって親友が大成功しそうなのに、寂しいなんて言えないでしょ」

　手際よくメネが食事の支度を始める。それを見て、鼻がツンとした。

　……もう忘れよう。

　魔法のこともお菓子のことも、城での生活のことも。

「ありがとう、メネ」

　お礼を言うと、彼女は振り返ってニッと笑った。






　朝起きて水を汲み、洗濯をして、畑を世話して食事の支度をする。そんな元通りの日常が戻ってきた。一つだけ違うことは、お菓子を作らなくなったこと。

　村の人たちも、わたしにお菓子の話をしなかった。恐らくわたしが大変な失敗をして帰ってきたのだと思って、気を遣ってくれているのだろう。だけど、素直にそれがありがたかった。

　たまに、何がいけなかったのかと考えることもある。お菓子が口に合わなくなったのかもしれない。でもそれより、わたしが寵姫だの恋人だの噂されるのがきっと迷惑だったに違いない。それなら想いを告げた上で拒絶される方が納得できたのにな。知らなかった恋について、少し賢くなれたのはよかったけど……たぶんもう恋はしないだろう。

　生活していれば時間は過ぎる。だけど胸に穴が開いたような、そこに風が通っていくような、そんなどこか虚しい思いはずっと消えなかった。

　その穴に吹く風は、だけどその名を聞いた瞬間、ピタリと止まった。

「……ほら、第二王子のカレヴィ様。病で長くないんだと」

　畑の帰りに、立ち話をしていた村人の声を聞きつけて、わたしは持っていたものを全部その場に投げ出して、話に割って入った。

「今、なんて!?」

「ほら、前に村に来てお前を連れていったあの変わり者の王子様さ。昨日隣街へ野菜を卸しに行ったときに聞いたんだ」

「いつから!?」

「さあ、そこまでは聞いていないが……フラン!?」

　わたしは荷物も拾わずに、駆け出していた。

　レヴィには二度と会えないと覚悟していた。だけど、こんな形でだなんて、絶対に嫌だ。わたしの魔法さえあれば、彼を助けられるかもしれない。

　嫌われていても、拒絶されてもいいけど、彼がいなくなってしまうのは嫌だ。

　でも……王都は遠い。

　走っていた足を止める。このまま走ったって王都にはたどり着けない。

　考えなきゃ。明日隣町の行商に行く馬に乗せてもらって、そこから馬車を乗り継いで……そのお金はどうしよう。誰かに借りる？　でも一体いくらかかるんだろう。

「フラン？　どうしたの、ぼんやり突っ立って」

　声をかけられ振り向くと、メネが心配そうにこちらをうかがっていた。

「メネ、わたし王都に行きたい」

「どうしたの？　急に」

「レヴィ……王子様が病気なんだって。もう長くないんだって。どうしよう、どうしたらいい？　王都までどうやって行ったらいい？」

「落ち着いて、フラン」

　パニックに陥ったわたしの手を握って、メネがいつになく真面目な声を出す。

「……あなたなら、すぐ行けるでしょ？」

「メネ……？」

「バレてないと思ってた？」

　メネにしてはずいぶん曖昧な問いかけだ。だけど真剣な彼女の目は、かまをかけているとか疑っているとか、もうそういう段階じゃないのがわかる。

　少しずつ、彼女と距離を取る。そうやって警戒するわたしを見ても、彼女は気分を害した様子はなく、むしろ呆れたように肩をすくめた。

「誰にも言いやしないわ。言ったって信じないでしょうし。信じたところで、あなたが否定すれば終わる話でしょうに」

「知ってたのに、どうして黙っていたの？」

「あなたが隠してたからに決まってるじゃない」

「怒らないの？」

「なんで怒るのよ。水臭くてちょっと寂しかったけど、隠し事があっても、変な力があっても、友達なのは変わらないでしょ」

　わたしはこの記憶と力があるせいで、人を信じることができないでいた。ずっと傍にいてくれた友達のことも、想いを寄せる人にも。それはもしかして、裏切られるよりもずっと悲しいことじゃないだろうか。

「ほら、ここじゃ目立つから」

　呆然とするわたしの手を引いて、メネが木々の中へわたしを連れ込んでいく。

「フランが帰ってきてくれて嬉しかったけど、そんな元気のない顔を毎日見ていてもつまんないのよ」

「……でも、また帰ってくることになるかもしれない」

「そのときは、またつまんない顔見てあげるわ」

「ありがとう、メネ」

　わたしの体を、淡い光が包み込む。人の前で魔法を使うのは初めてだ。だけど、それでわたしの人生が狂ったとしても、わたしは後悔しないだろう。誰も信用できない人生の方がずっと嫌だと気づいたから。

「できれば、たまに笑顔を見せに来てくれるのがいいわ」

「がんばる！」

　周囲の景色も、メネの顔も歪んで溶けていく。最後に聞こえた声に、わたしはできる限り元気にそう叫んだ。






　目を開けると、周りの景色はすっかり変わっていた。人のいないところに、と念じたのが功を奏したのかはわからないけれど、暗く狭い路地裏に人の気配はなかった。

　本当は直接レヴィの傍に行きたかったけど、病気というからには周りにお医者さんやお世話をする人がたくさんいるだろう。迂闊に城に転移して捕まってしまっては元も子もない。だからひとまずは王都を目指したのだけど。

「でも、ここ、本当に王都なのかしら……」

　転移魔法を使うのは初めてだから、いまひとつ自信がない。

　とにかく開けた場所に出るために、光が差し込む方に向かって歩く。建物と建物の隙間から顔を出すと、突然喧噪が耳にワッと飛び込んできた。それから、めまいがするような人の波。

「こ、ここに出なくてよかった……」

　少しでも加減を間違えたら、大騒ぎになっていたことだろう。冷や汗を拭いながら大通りに出て、お城を探す。ちょっとでも油断すれば人に流されてしまう。辺りを一周見回すだけで何人もの人にぶつかって怒鳴られた。けれど、かまってはいられない。

　ようやく視界にお城をとらえると、水の中を泳ぐように、人の波をかき分けてわたしは歩き出した。大通りを抜けると幾分かは人も減り、やがて走り出す。大きく見えているのにお城はなかなか近づいてこなくて、たどり着く頃にはすっかりヘトヘトになっていた。切れた息を整えながら、途方に暮れる。

　城までは来たものの……ここからどうすればいいんだろう。

　わたしはずっと離れで暮らしていたから、お城の人間でわたしを知るのはエーリク様くらいだ。その離れだってお城の敷地内。レヴィに会わせてほしいと言っても取り合えってもらえないだろう。

　お城の人間と関わりたくないと言ったのは他ならぬわたし自身だ。でもこんなことになるなら、もう少し積極的に人付き合いをしておくのだった。

　だからといって、ここまで来て引き下がるなんてできない。両手を握りしめ、なかなか整わない息を一度止めて、ゆっくり深呼吸して、改めて城を見上げる。

　レヴィの命を救う方法があると言えば、会わせてもらえるかもしれない。それでも駄目なら、わたしがウルリーカの生まれ変わりであることも、その魔力を持っていることも、すべて話そう。実際に魔法を見せればわかってもらえるはずだ。

　たとえそのあとどうなったとしても……このままレヴィが死んでしまうよりはいい。

　覚悟を決めて、一歩踏み出したときだった。近づいてきた馬車の音が、わたしの背後で止まる。

「フラン？　フランじゃないか！」

　振り返ると、馬車を降りたエーリク様がこちらに駆け寄ってくるところだった。

「エーリク様!!」

　エーリク様が近づいてくるのを待つのももどかしく、彼の傍まで走り寄る。

「フラン、戻ってきていたのか。驚いたぞ」

「レヴィ……カレヴィ様が病気だという噂を聞いて。お願いです、エーリク様。一目でいいのでカレヴィ様に会わせて下さい！」

「気持ちはわかるが、だいぶ容態が悪くてな。今会わせてやることはできないが、せっかく王都まで来てくれたんだ。部屋を用意しよう。私と一緒に来なさい」

　すうっと体から血の気が引いていくのがわかった。そんなに悪いなんて。こうしている間にもレヴィが死んでしまうかもしれないと思ったら、いてもたってもいられなくなった。

「エーリク様、お願いです。わたしなら、カレヴィ様の病気を治せるかもしれないんです！」

「……なんだって？」

　思い切って打ち明けたわたしを、エーリク様が怪訝そうに見る。

「君が一体どうやって？　いくらあいつでも菓子で病は治らんぞ。大事な弟の危篤で余裕がないんだ、冗談はやめてくれ」

「違います。わたしは……」

　この様子では、きっと本当のことを話さないと信じてはもらえないだろう。

　エーリク様に会えたのは不幸中の幸いだ。よく知らない相手に素性を話す賭けに出なくてすむ。エーリク様は聡明で優しい方だと田舎にまで評判が届いていたし、レヴィの使用人たちからも好かれていた。何より、一緒にいるとき、レヴィのことを大事に思っているのが伝わってきた。

「わたしは、魔法が使えます」

「すでに国中の魔法使いを集めて命じたが、誰も治せなかったんだ」

「大魔女ウルリーカでも？」

「何をバカなことを……」

　時間が惜しい。

　ぐるりと辺りを見回すと、花壇に枯れた花を見つけた。

「あれを」

　その花を指でさすと、エーリク様は疑わしそうにしながらもそちらを向いた。

「……時の精霊よ。我に従え」

　小さく呟く。そのわたしの呟きに応じるように、枯れた花はたちまち青々と生い茂り、周りの花よりも大きく伸びて大輪の花を咲かせた。

「花が枯れる前に時間を戻しました。時を操れる魔法使いは、歴史の中でもウルリーカ以外にいないはずです」

「まさか……だが、しかし……！」

　信じられないのも無理はないと思う。だけど実際に目にしてしまえば、信じる他はない。口元を押さえ、エーリク様はしばし驚愕の表情で花を凝視していたが、やがてふっと息を吐き出すとわたしの方に向き直った。

「レヴィは知っているのか？」

「いえ、誰にも言っておりません」

「なぜ言わなかったのだ。知っていれば国をあげて迎え入れた」

「それが嫌だったのです。ウルリースの王族であられるエーリク様ならご存じでしょう。ウルリーカの魔力は争いの火種となりかねないことは」

「……それでも君は来てくれたのだな。レヴィのために」

「はい。カレヴィ様の病気さえ治したら、この力は二度と使いません。元通り、田舎で静かに暮らします。ですから……」

「わかった。レヴィに会わせる。ついて来なさい」

「はい！」

　レヴィに会える。喜んでいる場合じゃないのに、それがどうしようもなく嬉しくて仕方なかった。わたしの何を引き換えにしてでも、病気は治してみせる。レヴィが元気になってくれるならそれでいい。わたしの素性を受け入れてもらえなくても、たとえ嫌われてしまっても。

　だけど、もし、叶うなら。

　一度でいい。最後の一回でもかまわないから、わたしのお菓子をおいしいと食べてくれる、あの笑顔が見たい。ほんの少しだけ、そんな期待を抱いてしまう。

　しかし、馬車に乗り込むエーリク様の後に続こうとして、ふと疑念がよぎった。

「あの……エーリク様、どちらへ？　カレヴィ様はお城にいらっしゃるのではないのですか？」

「あいにく、厄介な伝染病でね。城にいて万一父上にうつってはいけない。だから最初に会えないと言ったのだ」

　だからって王子様なのに城から追い出されてしまうものなのだろうか。それに、レヴィは離れに住んでいるのに、それすら駄目というのも変な気がする。

「フラン。レヴィに会いたいのだろう？」

　焦れたようにエーリク様が呼びかける。

　……エーリク様を信じて素性を話したのだ。今のわたしには彼を信じるしかない。

　わたしが席に座ると、外から扉が閉められる。ほどなくして馬車が動き出す。

「君は、どうして急に城を去ったんだ？」

「カレヴィ様にそうしろと言われたからです」

「仲たがいでもしたのか？」

「いえ、理由はわかりません」

「ではレヴィから何も聞いてはいないのだな」

「はい。……エーリク様は理由をご存じなのですか？」

　なぜ城を去ったのかと聞くからには、エーリク様も事情を知らないのかと思っていたけれど。そう問われて、思わず身を乗り出してしまった。

　彼は少し考え込むような素振りを見せていたけれど、やがて顔を上げ、再び問いかけてくる。

「知りたいか？」

「できるなら。わたしが何かしてしまったのではないかと不安でした」

「何もしていない。単に飽きただけだ」

　告げられた言葉を、一瞬理解できずに絶句する。

　それをどうにか自分なりに解釈して問い返す。

「わたしの……お菓子にですか？」

「言いにくいのだが、君自身にだろう。あいつは昔から自由奔放で城での堅苦しい生活を嫌っていた。お高くとまっているような令嬢は特に嫌いでな。だから君のような田舎娘が物珍しかったのだろう」

「わたしが……ですか？　嘘です。カレヴィ様が好きなのはわたしではなく、わたしが作るお菓子です」

　わたしだって、お菓子のことしか考えてなかった。人生を捧げてもいいと思うほどお菓子が好きなことには今も嘘偽りない。なのに、それでも寂しくなってしまうほど、レヴィもお菓子に情熱をかけていた。

「悪いが、君が作るような菓子など城にいればいくらでも食べられる。そもそも食べ物など腹に入ればどれも同じだ」

　あまりの言い様に、初めてカッと頭に血が上った。

「違います！　レヴィはわたしの作るお菓子をいつも褒めてくれました。ほんの一握りの粉の差を、甘さの違いを、他の誰にもわからないようなわたしのこだわりを、いつだってちゃんとレヴィはわかっていました！」

「単に君の気を引きたかっただけだ。あいつはいつもそうだ。相手の好みを熟知して、実にうまく取り入る。そういう術に長けている。話術の一つだ」

「そんな……」

「あるいは、レヴィは気がついていたのかもしれん。君がウルリーカの力を持っていることに」

　考えないようにしていた、わたしが心の奥底に封じ込めていた不安にエーリク様が触れてくる。

　最初からわたしの力について知っていて、利用するために、わたしを。

　そう考えそうになってしまって、慌てて首を横に振る。

「いえ、おかしいです。だったらどうしてわたしを城から追い出したのか、説明がつきません」

「ああ、実際のところはレヴィ自身にしかわからない。だが結局レヴィは君に何も言いはしなかったのだろう？　少しでも君を大事に想う気持ちがあれば話しただろう。違うか？」

「それは……」

「フラン。私と共に来ないか？」

　答えられないわたしに、畳みかけるかのようにエーリク様が告げる。

　その手が伸びて、そっとわたしの頬に触れ、俯くわたしの顔を上げさせる。

「え……？」

　やっとのことで、それだけの声が出る。

「その力、あいつではなく私のために使ってほしい」

　レヴィと同じ、空色の瞳がまっすぐにわたしを射抜く。

「何を言っているのですか。早く行かないと、レヴィの容態が……」

「それは嘘だ」

「……え？」

　思わぬエーリク様の返事に、わたしは思わずぽかんとして彼を見上げた。

「じゃあ、わたしが聞いた噂は……？」

「君が王都を去ってから、レヴィは私邸に閉じこもって誰にも会わなかった。使用人にも暇を取らせ、私にすら取り合ってくれなかった。病だという噂を流したのは私だが、そうでなくともいずれ誰かが言い出したとして不思議はなかっただろう。事実、あっという間に国中に噂は広がった。当の本人が姿を見せないわけだからな」

　ということは、レヴィは病気なんかじゃないんだ。その事実にひとまずほっとする。でも安心したら、別の疑問が頭をもたげた。

「どうしてそんな噂を流したりしたんですか。わたし、心配で、気が気じゃなくて……」

「そして、王都に駆けつけた。そうなるだろうと思ったからだ。君と話がしたかったのに、あいつは頑なに居場所を言わなかったから」

「……やっぱりわかりません。なぜわたしを？」

　エーリク様は、実際に魔法を見せるまでわたしの力のことを信じなかった。だったら、それを目当てに騙したわけじゃないはずだ。

「君のことが好きだから……と言ったら？」

　頬に触れていた手が、優しく髪を撫でる。蒼い瞳を細めて、心地のよい低めの声が甘く囁く。だけど、その金色の髪も、整った顔も、ちっとも眩しいとは感じない。

　ウルリーカは恋を知らない。でも、その逆はよく知っているのだ。

「それこそ嘘です」

　エーリク様の手から逃れるように、わたしは体を引いた。

「なぜそう思う？」

「同じ目をしているからですよ。今までウルリーカの力を目当てに、愛を騙かたってきた男たちと」

　ウルリーカとて、無垢な少女の頃はあった。それから何度も何度も騙され続け、彼女はいつも一人だった。生まれ変わっても、力がある限り下心を持って近づいてくる人は後を絶たなかった。そういう記憶は嫌というほどあるから、わかる。

「レヴィが病気だというのが嘘なら、もういいです。この力は使いません」

「ならばその気になるまで待つだけだ」

「お忙しいエーリク様が、そう長く城を離れられはしないでしょう？」

　カーテンが閉まっていて外は見えないが、ずっと馬車は動いていた。城からはかなり離れたはずだ。自由なレヴィと違って、エーリク様は離れに来ることすら滅多になく、あってもごく短い時間だった。そんなエーリク様が城に戻らなければ騒ぎになるはずだ。それまでわたしが従わなければいいだけの話。

　きっと大丈夫だ。エーリク様が他の誰かにわたしの素性を話したところで、実際にわたしが力を使わなければ誰も信じやしない。……メネがそう言っていた。使わなければいいのだと。

　しかし、それは甘かった。

　ふいにエーリク様は優しげな表情を消すと、ギッとわたしを睨みつけた。そして懐から短剣を取り出す。

「力ずくで……と言ったら？」

「脅しても無駄です。わたしは魔法で戦えます」

「私を傷つければ死罪になるぞ。それとも私も父も倒して、その力で国を滅ぼすつもりか？」

　確かに、第一王子であるエーリク様を傷つけるようなことがあればただではすまされないだろう。そうすればわたしは罪人だ。そうでなくたって、争いを嫌って今まで隠していたこの力で戦うつもりなんかない。

「だったらもう好きにして下さい。あなたに抗えば死罪というなら、ここで殺されるのも一緒です」

「なぜそこまで頑なに私を拒む。レヴィの頼みなら聞いたのか？」

「レヴィはそんなこと言いません！」

　即答すると、エーリク様が短剣の刃をわたしの喉元に向けた。ひっと小さく悲鳴が漏れて、体がガタガタと震える。強がったって死ぬのは怖い。刃を向けられて平気でいられるわけがない。

　けれど、そんなわたしを見て、エーリク様ははっとしたように刃を引いた。そして鞘に収めて元通り懐に仕舞う。

「……怖がらせてすまない。君を傷つけるつもりはない」

　ガタリと大きく馬車が揺れて、止まる。

「来い」

　エーリク様がわたしの手を引いて馬車を降りる。まだ震えの残る足でステップを踏むと、知らない屋敷が視界に飛び込んできた。

「今少し時間はある。ゆっくり話をしようじゃないか」

「離して下さい、わたしは……あっ」

　掴まれた手を振り払おうとしたはずみで、ステップから足を踏み外してしまう。転倒するのを覚悟して目を閉じるが、衝撃も痛みも一向にやってこない。恐る恐る目を開けると、エーリク様がわたしの体を倒れないように支えていた。

「……ありがとうございます」

　一応お礼を言うと、何も答えずエーリク様が手を離す。

　……魔法を使えば争わなくともこの場から逃げ出すことは簡単だ。だけど、レヴィに会えるわけじゃない。それに……エーリク様がなぜこんなことをするのか気になる。今の彼は少し怖いけど……力ずくでと言って剣を抜いても、実際にそれでわたしを傷つけることはしなかったし、転びそうなところを助けてくれた。

　今だってそうだ。いつ魔法を使って抗うとも逃げるともしれないわたしに、背を向けて無防備な格好でいる。

　迷ったけれど、わたしは彼の後について歩き出した。






　それからも、特に彼は何をしてくるでもなかった。

　わたしは見知らぬ屋敷に軟禁されることになったけれど、外に出るなと言われていないし、閉じ込められたところでわたしには逃げ出す手段もある。だけどそうするなとも言われていない。

　わたしはわたしで、レヴィが無事だと知れたらなんだか気が抜けてしまっていた。それならもう何も焦ることはない。ただ、レヴィは兄であるエーリク様のことを慕っていたから、彼がわたしを攫ったことを知ればきっと気に病むだろう。それだけが気がかりだ。

　何事もなく一日目が過ぎ、二日目も終わろうとしていた。食事は運ばれてくるものの、それを食べる以外にすることのない時間は長く感じる。

　その時間の中で、わたしはふと気がついた。もしかしてわたしは、レヴィが助けに来てくれることを期待しているのではないかと。

　……そんなこと、たぶんないのに。

　エーリク様が言っていたことの真偽はわからないけど、レヴィがわたしを遠ざけたことは事実だ。

　この期に及んでそんな期待をしている自分に嫌気がさして、わたしはベッドから体を起こした。昨夜もそうだったけど、まるで眠れなかった。

　鍵のかかっていない扉を開けて、エーリク様を捜す。やっぱり、どうしてこんなことをするのか聞きたい。あてもなく屋敷をさまよううちに、どこからともなく話し声が聞こえてくる。息をひそめ、足音を消して、声のする方へと歩いていく。

「もう二日経った。こんなことで本当にカレヴィ殿下はここに来られるのですか？」

「来るさ、必ず」

「あの変わり者が女にうつつを抜かすなど、わたくしには想像できませんな」

「無理もない。私も直に見るまでは信じられなかった」

　……来ない。

　相手の声に聞き覚えはないけれど、みんな勘違いしてる。レヴィに必要だったのはわたしじゃなく、わたしが作るお菓子だ。それも必要なくなってしまったみたいだけど。

　レヴィにわたし自身を必要としてもらいたいわけじゃない。ただ、おいしいと言って笑ってくれるだけでよかった。なのに、それがないだけでお菓子を作る気すらなくなってしまうなんて。

　あの日から、レヴィは豹変してしまったと思った。だけど変わっていたのはわたしだったのかもしれない。

「現れたとして、素直に王位継承権を放棄してもらえるのでしょうか」

「彼女の身と引き換えと言えば呑むだろう」

「まあ、わたくしも事を荒立てずすむならその方がよいのですが」

　つまり、エーリク様はレヴィに継承権を放棄させるためにわたしを捜していたということなのだろうか。危篤なんていう嘘までついて。

　でもおかしい。次期国王はエーリク様だという話は、わたしが住む田舎にすら届いていた。順番からいっても兄であるエーリク様が王になるのに何の問題もない。

　それなのに、どうしてわざわざこんなことまでして、継承権が自分より下のレヴィにそれを捨てさせようとしているのだろう。

「それもこれも、カレヴィ殿下が身のほども知らず、王位を狙おうなどと恐れ多いことをなさるからです。きっとエーリク殿下が優秀なことに嫉妬されたのでしょうな」

　まるでわたしの疑問に答えるように、声の主がそう言ったとき――わたしは思わず扉を開け放っていた。

「何を言うの!?　レヴィはそんなことしない！　だってお兄さんのことをとっても慕っているんだもの！　ずっと支えたいって言ってたわ！」

「なんだって……？」

　エーリク様が目を見開いてわたしを見る。その表情に驚きのようなものがあるのは、わたしが登場したことよりも、わたしの言ったことに対してであるように見えた。

「人質風情が偉そうな口を！　下がりたまえ！」

　エーリク様の向かいに座っていた初老の男性が、憤慨したように叫ぶ。

「エーリク様がおかしくなったのは、あなたがでたらめを言ったせいね!?」

「ええい、黙れ！　黙らないと……！」

　叫びながら男性が立ち上がり、身構える。いざとなれば魔法を使ってでも抗うつもりだった。だけどその前に、エーリク様がわたしの前に立ちふさがる。

「落ち着け、侯爵。フランに手を出せばレヴィを従わせる餌がなくなる」

「くっ……殿下がそう仰るのであれば……」

　見下したような目でわたしを見ながらも、一応はエーリク様に従って、侯爵と呼ばれた男性が悔しそうに部屋を出ていく。

　わたしとエーリク様の二人が残され、部屋はシンと静まり返る。

　ややあって、その静寂をエーリク様が裂いた。

「……さっきの話は本当か、フラン」

「ええ。ですからもうこんなことはやめて下さい。レヴィが悲しみます」

「だが……もう今さら後には退けん。もう遅い、君は早く休みなさい。恐らく明日にはレヴィもここに来る」

「エーリク様！」

「悪いが、あいつの口から聞かないことには、やはり信じられん」

「じゃあレヴィが王位がほしいと言ったんですか？　違いますよね？　だったらどうして他の人が言うことを信じるんですか？」

「城のみなが言っているのだ。私は王に相応しくないと」

「そんなことありません！　わたしが住む田舎だって、エーリク様の噂が届いていました。聡明で、次期王に相応しいと」

「遠い田舎に住む者が、私の何を知っている」

　顔を上げたエーリク様の、ほの暗い微笑みを、ろうそくの頼りない炎が照らし出す。

「私は昔から一度とて、カレヴィに勝てたことがなかった。勉学であれ剣術であれ。できの悪い私を憐れんで、あいつは変わり者を演じていただけだ」

　エーリク様の言葉を聞いて、わたしは喉元まで出かけた「そんなことはない」という言葉を呑み込んだ。それを言うには、わたしはあまりにレヴィのことを知らない。

　知っているのは、お菓子が大好きだということだけ。

　勉強も剣術も嫌いだと言っていたレヴィが、聡明なことで有名なエーリク様より勉強ができることはもちろん、剣を使えることも知らなかった。あんなに幸せそうにお菓子を食べるレヴィが剣を振り回しているところなんて、想像もできない。

「噂を流して君を王都におびき寄せたのは、捕らえてレヴィを従わせるためだった。しかし君の素性を聞いて、その力があれば……もしくは君が私にわずかでも興味を示してくれれば、あいつに勝てるなどと……愚かなことを考えた。だが、本当に君を傷つけるつもりはないんだ。君はレヴィが王子でなくとも好いてくれるだろう。勝手を言うが、そうなったときに弟を支えてやってくれ」

　それきり、エーリク様はうなだれると黙り込んだ。これ以上何かを話してくれる気配はなくて、そっと部屋を後にする。

　確かに、わたしにとってレヴィが王子であるか否かは関係ない。安心して自由にお菓子を作れる環境は魅力的だったけど、レヴィがいなければお菓子を作ることすらできなくなった今はよけいに関係ないことだった。

　だけどやっぱり納得できない。レヴィが堅苦しい城の暮らしを嫌っていることは、エーリク様が一番よく知っているはずなのに。

　エーリク様を押しのけてでもレヴィが王様になりたいなんて思うはずがない。だけど……エーリク様の言う通り、聞いてみなければわからないのかもしれない。

















第四章　すれ違う想い












　その夜も結局あまり寝つけなかった。

　エーリク様の話では、今日にもレヴィはここに来るとのことだったけど、あんなに会いたいと思っていたにもかかわらず、今は来ないでほしいと思っている。

　寝巻きを着がえると、扉を開けて外に出る。昨日話し声を辿っていたときにキッチンを見つけた。そこまでたどり着いて、食糧庫を覗く。食事が出るということは最低限の材料や調味料くらいあるだろう。そう……小麦粉とバターと卵、それにお砂糖くらいは。

　まだ朝早い。いつも出てくる朝食の時間を考えれば、食事を作る人がここにやってくるまで仕込みを考えてもまだいくらか時間はあるだろう。

　それでも人気がないことを確認して、バターをかき混ぜ始める。

　魔法を使って砂糖の純度を高め、バターに加えてすり混ぜる。卵を丁寧に白身と黄身に分け、黄身だけを加えてさらに混ぜる。篩った小麦粉を加えて練らないように混ぜ、できた生地の時間を少しだけ進めて、棒状に形成して丸い形に切る。魔法で熾した火でそれを焼けば、プレーンクッキーができあがる。話し声が聞こえ始めたのはちょうどその時だった。

　できあがったクッキーを食器に入れて、逃げるようにキッチンを後にする。

　こちらに向かってくる話し声の主たち……たぶんここの使用人たちと鉢合わせないよう注意しながら、昨日エーリク様と話をした部屋に戻る。

　まだ彼がそこにいる保証なんてなかったけど、はたして彼はそこにいた。昨夜と同じ椅子に座り、同じ格好で。きっとあのまま動いてないのだろう。

「……エーリク様。お菓子を作りました。食べませんか？」

「なんだ。まだいたのか……」

「一度部屋に帰って眠りましたよ。もうあれから何時間も経っています」

「そうか……」

　覇気のない返事は、わたしの話など聞いていないかのようだ。けどそれにはかまわず、わたしは持っていた食器を彼の前に差し出した。

「覚えていますか？　レヴィは城の暮らしが合わずに塞ぎこんでいたとき、あなたがくれたクッキーに救われたと言っていました。それからお菓子が好きになったんですって。知っていましたか？」

　聞いていなかったわけではないらしく。焦点の合っていなかったエーリク様の蒼い瞳が、クッキーをとらえる。

「……知らなかった。あいつは何も話してくれない……」

「そうですね。本当にそうです。わたしにも肝心なことは何も。だけど、わたしも彼に何も話していませんでした。エーリク様もそうではないのですか？」

　エーリク様が顔を上げ、眩しそうにわたしを見た。それから、片手で顔を押さえる。

「ああ……そうかもしれないな……」

　まだ間に合う。

　わたしをだしにして王位を捨てさせるなんてことをする前に、ちゃんと話し合えば二人ならきっとわかり合えるはずだ。

　エーリク様が重そうに手を差し出して、わたしが持つクッキーに伸ばす。

　どうか、この思いが届きますように。

　その時、祈るようなわたしの願いをあざ笑うかのように、乱暴にドアが開け放たれた。

「真打ちがお見えですよ、殿下」

　昨日話していた初老の男性が、にやりといやらしい笑みをはりつける。彼はズカズカと部屋に入ってくると、わたしの髪をつかんでぐいと引っ張った。

「さあ来い。そしてしっかり餌になってくれたまえ」

「離して！　お断りします。わたしを人質にしたってレヴィは言うことを聞かないわ」

「生意気な小娘め。聞いてもらわんと困るのだ」

　力ずくで髪を引かれて、わたしはその手を振りほどこうともがいた。助けを求めてエーリク様を見上げるも、彼はもうこちらを見てはいなかった。自分でなんとかしようともがくわたしの耳に、荒々しい足音が聞こえる。

「その手を離せ」

　開けっ放しの扉の向こうに現れた人物に、痛みも忘れてその名を呼ぼうとした。だけど声を聞いて思いとどまる。わたしの知っている声とは違う。その表情も、見たことがないものだった。

「どうやら殿下の見立ては正しかったようですな」

　余裕ぶったことを言っても、その声は震えている。侯爵も、エーリク様ですらもすっかり呑まれてしまっていた。レヴィの……殺気にも似た、その重圧に。

「マルケス侯爵。こんなことをしでかして、覚悟はできているのか？」

「一体何のお話でしょうか。今まで城も公務もほったらかして遊び歩いていた殿下に、わたくしを裁く権限がお有りとでも？」

「裁くのは私ではない。私は見たままを陛下にご報告申し上げるまで。だが今はそれよりその手を離せと言っているんだ。聞こえなかったか」

　レヴィが少し腰を落として、剣の束に手をかける。侯爵がビクッと体を震わせ、慌てた様子でわたしの髪から手を離す。

「エーリク殿下！」

　せっつくように名を呼ぶ侯爵には目もくれず、エーリク様がわたしたちの前に立ちふさがる。

「待っていたよ、レヴィ」

「何の冗談ですか、兄上。僕に用があるなら直接言えばよろしかったのに」

「そうしても、お前はいつも話を聞かなかっただろう。こうでもしなければ」

「それは、元はと言えば兄上が王位を譲りたいなど、バカげたことを仰ったからではないですか」

「バカげたことだと？　そうやってお前はいつも私を見下すのだな」

「見下してなどおりません。兄上ほど次期国王に相応しい人物はいない。そう申し上げていたはずですが」

「そう言って、心の内では私のことを見下し、あざ笑っていたのだろう？　カレヴィ」

　昨日の、ほの暗いエーリク様の笑みが頭を掠める。

　さっきは心を開いてくれそうだったのに。今のエーリク様には何を言っても響きそうにない。レヴィもそれを察したのだろう。諦めたように短くため息をつく。

「……要求はなんだ。なんでも呑むからフランを自由にしろ。彼女は関係ない」

　侯爵に向かって、レヴィが冷たい声を上げる。

　あの太陽さえも霞むような眩しい笑顔も今は見る影もなく、エーリク様のように暗い瞳をしている。庇ってくれたのかもしれないけど、関係ないという言葉が胸に刺さった。

「私を無視するな、カレヴィ！　王位継承権を放棄しろ。次期国王は私だ。お前には渡さん！」

　エーリク様の激昂した声が場に響き渡る。

「それが要求ですか？　言われずとも、もとよりそのつもりでおりますが」

　レヴィが少し怪訝な顔をする。

　わたしにもよくわからない。

　レヴィはもともと王様になんかなりたくなかったはずだ。わたしを攫ってまでそんな要求をしなくても、話せばそうしただろうに。

　もっとわからないのは、一転してニヤニヤと笑い始めたこの侯爵の思惑。

　この人が元凶だろうと想像はつくのだけど。エーリク様を王位につけたいなら、何もしない方がよかっただろうに。

　などと悠長に思考をめぐらせている場合ではなかった。目の前に突如突きつけられた剣に、息を忘れて固唾を呑んだ。

「兄上！」

「私を憐れむのなら、勝負しろ。今ここで」

「それに何の意味がありますか」

「黙れ！　私と戦え、カレヴィ！」

　わたしの喉元に剣の切っ先が触れ、悲鳴が零れる。

　スッとレヴィから表情そのものが消える。怒りや憂いも似合わないけど、それでもまだ感情があるだけマシだと思えるような顔を見て、ぞっとする。

　どうしてこんなことになったのかわからない。

　わたしは戻ってくるべきじゃなかったのかもしれない。でも今それを後悔したところで仕方ないし、やめてと叫べば今のエーリク様は容赦なくわたしを傷つける気がする。

　魔法を使えば、形勢を逆転できるかもしれない。だけどエーリク様や侯爵はそれで大人しくなるだろうか。戦いになったとき、わたしはこの力で人を傷つけることができるのだろうか。

　魔法でこの場から逃げれば、レヴィは無理に言うことを聞かされずにすむかもしれないけど、はたしてそれで解決するだろうか……？

　硬い音がわたしの混乱した思考を割く。

　顔を上げると、エーリク様がわたしに突きつけていた剣をレヴィのそれと打ち合わせていた。

「フランを巻き込むなら、兄上といえど容赦はしない！」

「やっと本気になったな。これで不足はない！」

　ギリギリと押し合った後、二人が同時に後ろに跳んで距離を取る。すかさず切りかかるエーリク様の剣をレヴィが避けて、代わりにテーブルが両断された。

　今のが、もし当たっていたら。

　足の力が抜けてその場に座り込んでしまった。

　……このお屋敷の部屋は、民家よりは広いとはいえ屋内にはかわらない。二人が剣を振り回すには狭い。どちらかが剣を動かすたびに調度品が割れ、バラバラと破片が散らばる。

「きゃあああ！」

　何事かと見にきた使用人たちが悲鳴を上げて逃げていく。

「終わりです、兄上！」

　レヴィの声のほうに目を戻すと、床に倒れたエーリク様にレヴィが詰め寄り、剣を振り下ろすところだった。

「やめ……」

　叫びかけたわたしの口を、横にいた侯爵が手で塞ぐ。焦る私の目の前で、突然レヴィは体勢を崩した。わたしの声に気づいたわけではなく、何かを避けてふらついたように見えた。その足元には、さっきわたしが焼いたクッキーが散らばっていた。

　その隙を逃さず、エーリク様が起き上がって剣を構える。レヴィはなんとか転倒こそこらえたものの、まだエーリク様の攻撃に対応できるような余裕は見えない。一瞬で立場が入れ替わる。

「レヴィ！」

　思わず悲鳴を上げたとき、視界の端で何かが動いた。侯爵が懐から鉄の塊のようなものを取り出すのが、ほんの一瞬の時間の中でコマ送りのようにゆっくりと目の前を流れていく。

　わたしの頭の中にある、わたしのものではない記憶が、警鐘を鳴らす。あれは……銃だ。魔法に対抗して作られた、遠距離用の武器。まだ完成していないはずだったけど、その記憶はもう古かったのか。

「レヴィ、エーリク様！」

　それで、どちらを攻撃するつもりなのかわからない。だけど、どちらにも怪我してほしくない。考えている暇なんてなかった。とっさに魔法を発動させかけたわたしの目の前に――いや厳密には侯爵の足元に、剣が突き刺さる。

「ひゃあああ!!」

　情けない悲鳴を上げて、侯爵がしりもちをつく。パン、と乾いた音が耳をつんざいた。心臓が竦みあがったが、幸い弾は逸れており、レヴィもエーリク様も怪我をした様子はない。侯爵を見ると手にしていた武器を取り落としていて、反射的にわたしはそれを拾い上げた。

「返せ、小娘！」

「フランに触るな！」

「手出し無用だ侯爵！」

　わたしからそれを取り返そうとしてか、立ち上がろうともがく侯爵に、二人の鋭い声が飛ぶ。

「貴様から片づけるぞ！」

　兄弟二人が同時に同じことを叫んで、侯爵は再びぺたんと床に逆戻りした。それを見て、二人が互いに視線を戻す。

「剣を拾えレヴィ。丸腰で私に勝つ気か」

「甘いことを言うのですね。絶好の機会だったでしょう」

　懐剣を取り出して、レヴィがそれを鞘から抜き放つ。エーリク様は不愉快そうに片眉を動かしたが、再び剣を構えた。

　わたしは、剣での戦いのことはよく知らないけど……長剣に対してあんな小さい剣で戦うのは、分が悪いのではないだろうか。それに、いつまで二人は戦うんだろう。

　エーリク様が繰り出す剣をレヴィがその短い剣でさばく。その手つきに危なげはないけれど……わたしは手を握りしめた。

　どちらが勝っても嬉しくない。魔法を使えば二人を止められる。侯爵が何かしたって魔法で止められる。この場の誰よりも、わたしは力を持っているのだから。

　魔法を使うために、手をかざして息を吸う。

　しかし、レヴィの静かな声がそれを止めた。

「使うな、フラン」

　まるで、わたしの気持ちを見透かしているかのように。口調こそ厳しかったけれど、それはわたしがよく知る、いつもの優しい声だった。

「あらゆる諍いから守ると僕は誓った。だからその力は使わないで。君のその力は、人を傷つけるために使っちゃ駄目だ」

　あんな小さな武器で、レヴィは瞬く間にエーリク様を追い込んでいく。そして、ついにエーリク様の手から剣を弾き飛ばす。その切っ先をエーリク様に向けて、レヴィは大きく息をついた。

「これで仕舞いです、兄上」

「くっまだだ……！」

　悔しげに顔を歪めながら、エーリク様が懐に手を入れる。そうだ、エーリク様も短剣を持っていた。

「兄上は短剣での戦いに慣れていないでしょう。これ以上やっても無駄なことはおわかりのはず」

「くそ……っ」

　毒づいて、エーリク様がうなだれる。

「……決着がついたな。次の王はお前だ、レヴィ。お前の方こそ相応しい。私よりあらゆることが優れているのだから。民もそれを望んでいる」

「バカなことを。変わり者と揶揄される僕が王位について喜ぶ者がどこにいましょうか。勉学と剣術だけでは国は治まりません」

　エーリク様の言葉には取り合わず、淡々と述べてレヴィが懐剣を仕舞う。そしてこちらに歩いてくると、床に突き立った剣を引き抜いてそれを侯爵に突きつけた。

「ひっ……」

「フラン、こっちに。怪我はない？」

　侯爵を牽制しながら、レヴィがわたしに問いかける。うなずいてレヴィの傍まで歩いて、侯爵から奪った武器をレヴィに渡す。それを受け取ると、彼は片手で剣を持ったまま、もう片方の手でわたしの肩を抱き寄せた。

「巻き込みたくなくて帰したのに、結局危険な目に遭わせてしまった。すまない……」

　レヴィの空色の瞳を見上げて、わたしは数度瞬きをした。

　じゃあ、レヴィが村に帰れと言ったのは、お菓子に飽きたわけじゃなくて。わたしが邪魔になったわけでもなくて。

　それがわかった安堵と緊張の糸が切れたことで、涙が溢れそうなのを隠すように、わたしは首を何度も横に振った。幾分か安堵したような表情を見せてから、レヴィが侯爵へと視線を戻す。

「兄上に妙なことを吹き込んだのは貴様だな。兄上を焚きつけて僕と争わせ、土壇場で僕を助けて恩を売りつつ私情で動いた兄上を失脚させるという筋書きだろう。変わり者で政治に興味がない僕が王になれば、自分が政治を乗っ取れると踏んで」

「な、なぜ……」

「変わり者でも目が節穴なわけじゃない。僕が王になれば真っ先に貴様を断頭台に送ってやるから、せいぜいそうならないことを祈るんだな」

　そう言ってレヴィが壮絶な顔で凄む。わたしでさえちょっと怯んでしまいそうな脅しをまともに受けた侯爵は、ガクリと崩れ落ち、白目を剥いて気絶した。

「小物ほど騒ぎを大きくする」

「……レヴィ？」

「あ……ごめん。怖がらせてしまったね」

　レヴィがわたしを見下ろして、気の抜けたような笑顔を見せる。それはいつも見ていたレヴィの笑顔で安心する反面……やっぱりちょっと怖いような気もする。わたしが知ってるレヴィとは別人のような一面が彼にはあるのが垣間見えて。

「……さて、兄上。まだ仕事が残っています。侯爵を捕らえて城に戻り、裁きを下さねばなりません。父上が弱っているのをいいことに、他にもよからぬことを企む者がいるやもしれません。粛正をせねば」

「私も同罪だ。お前がやれ」

「何の罪ですか？　ただの兄弟喧嘩でしょう？」

　エーリク様に手を差し伸べて、レヴィが穏やかに笑う。

「そうやって情けをかけるのか」

「違います。でもまあ、正直に言えば利用はしているのかもしれません。僕は王になどなりたくありませんから」

　床に座ったまま動かないエーリク様に目線を合わせてレヴィは膝をつくと、困ったように笑った。

「そのことについて、僕も兄上に引け目がありました。だから僕なりに兄上を補佐するつもりで領内をまわっていました。兄上が治めるべき領地についての見識や民との交友を深め、必要なときに兄上を支えられるように。僕はこういうやり方しかできません。しかし、僕は僕らしくあればいいと言って下さった兄上のために、身分を捨てて自由になるより、誰に憎まれても蔑まれても兄上の役に立てる道を選びたかったのです」

「レヴィ……しかし、こんなことをしでかしておいて今さら……」

「僕が王になったら城をお菓子で建て直しますけど、それでいいんですか？」

「それは……困るな」

　ふっとエーリク様が笑う。それから立ち上がって、わたしを見て、頭を下げる。

「本当にすまなかった……」

「そんな、頭を上げて下さい。エーリク様はわたしを傷つけようとはなさいませんでした」

「だが攫ったのは事実だ」

「わたしには国の難しいことはわかりません。だからわたし自身の希望を言えば、お二人には今まで通り仲良くしていてほしいです。わたしには兄弟がいませんから、いつも羨ましく思っていました」

「フラン……」

「あとは……またわたしのお菓子を食べてもらえたら嬉しいです」

「それは駄目。フランは僕専属だから」

　拗ねたような顔でレヴィが横から口を挟む。それを見てエーリク様は笑いながら、なぜか回れ右をして背を向けた。不思議そうにそれを見ていると、レヴィが困ったように頭を掻く。

「レヴィ？　……わっ」

　急に抱き寄せられて、思わず変な声が出てしまった。さっき緊張していたときより、ドキドキと激しく心臓が脈打つ。

　細く見えていたけれど、レヴィの体は見た目よりも大きくて逞しかった。

「戻ってきてほしい、フラン。そしてまた僕のためにお菓子を作ってくれないか？」

「……はい。喜んで！」

　その体にぎゅっと抱きついて、わたしは泣き笑いでそう答えた。

















第五章　魔法のお菓子をあなたに












　その後、城では大規模な粛正が行われた。その陣頭にはエーリク様が立っていたけど、レヴィもその陰でいろいろと動いているようだ。わたしは再びレヴィの住む離れに招かれ、そこで日々を送っていた。レヴィは帰ってこられない日が続いたけれど、わたしは久しぶりに厨房に立ち、お菓子を作った。彼がいつ帰ってきてもいいように。

　騒ぎからひと月が過ぎようとした頃、ようやく離れに顔を出したレヴィの前にお菓子をずらりと並べると、彼はまるで子供のように目を輝かせた。

「わあ……すごい！　これ、食べていいの？」

「もちろん。レヴィのために作ったんだもの」

「ありがとう。……お菓子を食べるのは、フランと別れたあの日以来だよ」

　椅子に腰を下ろして、レヴィが伏し目がちに呟く。それを聞いて、わたしは目を丸くした。

「え？　お菓子好きのレヴィが？」

「うん。お菓子を見るとどうしてもフランのことを思い出してしまって」

「実はわたしもなの。ここに帰ってきて久しぶりに作ったのよ」

「捕らわれていた屋敷にあったクッキーは？」

「あ……そうね。エーリク様が心を開いてくれないかと思って作ったのだったわ。でも、本当にそれまで作っていなかったの」

　そういえば、あの騒動のあと、レヴィは床に落ちたクッキーを拾って食べようとしていた。さすがに止めたのだけど、あまりにしょげ返っていた彼の顔を思い出して、笑ってしまいそうになるのをこらえる。そのときと似た顔をして、レヴィがぼそりと唸る。

「久しぶりに作ったのが兄上のためとは、ちょっと妬けるな」

「レヴィのためでもあるわよ。だけど、もう兄弟喧嘩はしないでね」

　そうだね、とレヴィがうなずき、二人でしばし笑い合う。それから、レヴィはいつものように食前の祈りを捧げ、わたしが作ったカヌレを口に運んだ。

「やっぱり、フランの作るお菓子は最高だ。もう他のお菓子は食べられないよ」

　レヴィの言葉はとても嬉しいものだったけど。でも、わたしと別れてからお菓子を食べられなかったのは、単に他のお菓子じゃ満足できなかっただけかと思うと少し拍子抜けする。いえ、菓子職人としてこれ以上他に光栄なことなんてないんだけど。

「あの……エーリク様は大丈夫なの？」

「どうだろうね。政治や民への直接的な影響こそなかったものの、一歩間違えればそうなりかねなかったし、甘言に惑わされるなど指導者としてあってはならないことだ。だけど過ちを犯さない人間などいない。それを償い、再び受け入れてもらえるようになることも王に必要な資質だと思う」

「難しいのね」

「他人事じゃないよ。兄上がそれをできなければ僕に王位が回ってくる。フランは王妃になってもいいの？」

「そっか、それは困……え、はい？」

　普通に流しかけたけど、なんだか聞き捨てならないような言葉が聞こえたような。聞き返すと彼は一瞬「しまった」という顔をしたが、すぐにそれを消すと、飲んでいたお茶のカップを置いて咳払いをした。そして、ふと真剣な表情をする。

「君のその力は、誰かに悪用されたり利用されたりするべきものじゃない。だけど隠して生きるにも限度があるだろう。君が君らしく生きられて、その力に翻弄されないように、僕に守らせてはくれないだろうか」

　いつになく真面目にしゃべるレヴィを見ていると、なんだか不安になってしまう。眉をひそめたわたしを見て、レヴィはしばらく唸りながら顔を押さえた。

「ええと、ごめん、やり直させて」

「え？　なにを？」

　すくっと立ち上がると、彼はわたしの傍まで歩いてきて、そして目の前で跪いた。

「君が作るお菓子と同じくらい、君のことが好きだ。だから僕と結婚して下さい」

　中庭を吹き抜ける柔らかな風が、レヴィの輝く金髪を撫でていく。

　そこまで言われてから、やっとさっきのもプロポーズだったんだってことに気がついた。気がつくのが遅かったのは遠回しだったからじゃない。だってこれだけはっきり言われたって、まだ信じられない思いの方が勝っていたから。

　初めて会ったときから目を奪われる眩しさだった。太陽みたいな彼は、太陽と同じくらいずっとずっと遠いところにいると思っていたから、この夢みたいな状況が信じられなくて。だからどうしても、素直に返事ができなくて。

「お菓子と同じくらい？」

「うん……駄目かな」

「ううん。わたしも、わたしのお菓子を食べて笑ってるレヴィが好き。だけど……」

　言葉の最後に「だけど」を繋げると、レヴィの表情は不安そうに曇った。

　素直に「はい」と言えなかったのには他にも理由がある。

「ときどき、レヴィはわたしの知らない顔をするわ」

「……それが嫌？」

「ううん、違う。わたしもレヴィの知らないわたしのことを、話さなきゃいけないと思って。言わないまま返事はできないから、聞いてほしい」

「それは、君が使う魔法のこと？」

　問われてわたしはうなずいた。

　エーリク様に捕らわれていたお屋敷で、レヴィはわたしに「使うな」と言った。たぶん、レヴィはもっと前から気づいていたんだろう。

「いつから知っていたの？」

「これだけは誤解しないでほしいんだけど、僕は約束通り君がお菓子を作るところは見ていないよ。だけど、たまにね、魔法でも使わなきゃ無理だなって思うものがあったから」

「そう……レヴィは本当に、お菓子のことならなんでもお見通しね」

「でも、本当に僕が知らなきゃいけなかったのは、君や兄上……大事な人たちのことだよ。僕は怖かったんだ。全部をさらけ出して受け入れてもらえなかったらどうしようって。フランが知らない僕っていうのはきっと王族としてのカレヴィ・ウルリースのことだと思うけど、本当の僕は王子のカレヴィでも菓子好きのレヴィでもなく、ただの臆病者だ」

　そう言って、レヴィは自嘲気味にうなだれた。だけどその気持ちはわたしにもよくわかる。わたしだって、自分の醜い面をレヴィには知られたくなかった。だから、取り繕って、隠した。そのときのことを思い出しながら、声を上げる。

「それって誰にでもある一面だと思う。どんなに強そうに見える人だって、本当は知られたくない自分を隠して強そうな仮面を被っているだけじゃないのかな。エーリク様だって、民の末端にまで知られるような優秀なお方だったのに、心の隙を突かれてしまったんだもの」

「……うん。僕は助けてもらったことで、兄上のことを決して折れることなどない強い人だと勝手に思いこんでいた……実は今もそう思っているけどね。でもこれからは僕を頼ってもらえるように、もっと兄上と話をしたいと思う」

　気恥ずかしそうに、レヴィが笑う。きっと二人ならもう大丈夫だ。だからわたしもちゃんと向き合わないと。一度きゅっと唇を引き結び、そして、開く。

「あとね。ウルリーカもそうだったの」

「……ウルリーカ？」

　唐突にわたしの口から飛び出たその名前を、レヴィが不思議そうに復唱する。うなずいて、わたしは先を続けた。

「わたしの力は、大魔女ウルリーカに由来するものなの」

　憂いを帯びていた瞳が、驚いたように見開かれる。そういう反応をするということは、エーリク様はレヴィに話さなかったんだ。そのことに、わたしは心の中でエーリク様に感謝した。おかげで自分の口から話せた。

「その膨大な魔力も、彼女の記憶も、歴代の彼女の力を引き継いで生まれてきた者たちの記憶も、全部わたしの中にあるの。だから、わたしは彼女の力を求めて起きた争いや流れた血を知っている。もし力のことを知られたら、またそれが繰り返されるんじゃないかと思うと怖くて……あなたにも言えなかった」

　覚悟は決まっていたはずなのに。

　いざ口にしてみれば、反応が怖くて。彼の顔を見て話したかったのに、言い終わる頃には膝の上で握りしめた両手に視線を落としていた。それから彼が声を上げるまでの時間は、これまでの人生に匹敵するのではと思ってしまうほど長かった。

「そうか……」

　実際には数秒の、だけどわたしにとっては果てしなく長い長い時間のあと、彼は一言そう呟いた。恐る恐る顔を上げると、レヴィはいたわるような優しいまなざしでわたしを見ていた。

「……気づいてあげられなくてごめん、と言いたいところだけど。ウルリーカの魔力とは、さすがに予想できなかったな」

　それから髪をかき上げて、冗談めかして言ったのは、わたしの気をほぐしてくれようとしたのかもしれない。でもそれを笑えるような余裕はなかった。

「お願い、レヴィ。我が儘を言って申し訳ないと思ってる……でも、わたしのこの力が争いの元にならないよう、人を傷つけないようにしてほしい……」

「守らせてほしいと先に言ったはずだよ」

　わたしの手を握り、力強く微笑んで、彼は自分の方へとわたしの体を引き寄せた。

「その力が、誰も、君自身も傷つけることのないよう守ると誓う。我が剣と王家の誇り……そしてカレヴィ・ウルリースの名に懸けて」

　ずっとわたしの心の中に沈んでいた重いものが、その瞬間、スッと消えていくのがわかった。お菓子を作ることでごまかしても、隠すことで逃げようとしても、それはわたしにとってすごく負担だったのだと気がついた。

「ありがとう……わたし、力のことを知られたら利用されてしまうって決めつけていて……ずっと怖かったの」

　レヴィの首に手を回して、これまで誰にも言えなかった弱音を口にする。わたしの中にある力が消えたわけでもないのに、吐き出すたびに心が軽くなっていく気がした。だけど、ふと新たな重りがドン、と落ちてくる。気がかりなことが一つだけあった。

「ねえ、レヴィ。わたし、これからもお菓子を作るのに魔法を使ってもいいかな？　駄目？」

　体を離してその不安を口にすると、レヴィはしばし考え込む様子を見せてから口を開いた。

「いいんじゃないかな。むしろ隠さない方がいいと思う。いっそもうお菓子を作るための力にしてしまって、どんどん広めるべきだよ」

　確かに……いつ何の拍子でバレてしまうかわからないと脅えて暮らすよりは、その方がいいのかもしれないけど。

「でも、もしこの力が悪用されたら……」

「そんなことは僕が持つこの剣だって同じだ。武器も叡智も使い方次第で人に害をなす。君は自分の力で人を傷つけることなく、素晴らしいことに使っているんだ。それは誇るべきことのはずだ。力を持っているからといって、自分を押し殺して生きるべきじゃない」

　いつになく真面目にレヴィが言い募る。その顔は王子様の顔つきになっていた。だけど今はもう怖いとは思わない。心強いし頼りになる。そんな顔をして、最後に彼はこうつけ加えた。

「何より、僕が食べたい」

　大真面目な顔で、真剣な声で、そんなことを言うものだから。思わずプッとふき出してしまう。声を上げて笑うわたしを見つめて、彼は拗ねたような顔をした。

「それで、フラン。そろそろ返事が聞きたいんだけど」

　焦れたように囁く声と、至近距離で見つめてくる瞳に、さっきのプロポーズを思い出して急に顔が煮えたぎるように熱くなった。とっさに何も言えないわたしを見て、レヴィがまた不安そうにする。

「ウルリーカの記憶があるんじゃ、さぞ素晴らしい英雄や偉人も知っているだろうから、僕なんかじゃ不足だろうけど」

「とんでもない。わたしの持つ記憶をどれだけ辿っても、あなたより好きになれる人なんていないわ」

「嬉しいけど、さすがにそれは言いすぎ」

「本当よ。ウルリーカは恋をしたことがないの。その力を継いだ人たちも、わたしも。だから全部初めてで、今も何て答えてどうするのが正解なのか全然わからないから、思ってることをそのまま言うしかできないもの」

「……本当に？　本当なら、初めてが僕なんかでいいの？」

「レ、レヴィがいいです」

　答えると、レヴィの形のいい長い指が頬に触れた。そのまま彼の手が耳を滑り、後頭部にかかる。眩しい空色の瞳は、今は眩しさよりも熱さを感じる。そんな顔も、初めて見る。目を閉じると、甘いお菓子の味がした。
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　鳥のさえずりと、眩しい陽光。いつも通りの朝と一つだけ違うのは、隣にもう一つ太陽があるところ。

「おはよう、フラン」

　まだ朝の弱い陽の光よりも、そう言って笑う彼の笑顔の方が遥かに眩しくて目を細める。

「今日は何を作ってくれるの？」

　そんなわたしの額に口づけて、レヴィが期待を込めた目で問いかける。

「そうね。レヴィは何が食べたい？」

　笑顔で問い返す、まるでお菓子のように甘い朝のひととき。だけど、その甘さだけではわたしもレヴィも満足できない。

　ウルリース王国第二王子妃の使うお菓子の魔法は、今は国の名物になりつつある。だから、わたしのお菓子は今ではたくさんの人に食べてもらえるようになった。年に数回は必ず村に帰って、メネや村の人たちにもお菓子を振る舞う。

　レヴィ専属ではなくなってしまったけれど、その代わりわたしは毎朝一番に、まず彼のためにお菓子を作る。

　まだ悩んでいるレヴィを見ながら、わたしは起き上がると真っ白なエプロンを身に着けた。
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